
成人式に行った。男性は背広姿、女性は着物
姿。会場の玄関付近ではタバコを吸っている。20
歳になると選挙権があり、酒も飲めてタバコも吸
える。霧島市の18 年度たばこ税の歳入予算は
６億９千万円。花は霧島、タバコは国分。新成
人諸君、たばこ買うときは市内で買ってね。（た）

巨大絵馬の話を聞いたのは12 月上旬。その
ころは構想の段階で年内に完成するのか疑問
だった。しかし、絵馬は完成した。企画する
人、絵を描く人、絵馬を作る人…みんなが協力
したから完成した。市には色々な人材が揃ってい
る。何かできそうな気がしてくるのは僕だけ？（み）

旬の素材の取材で久しぶりに福山町比曽木野地
区へ行きました。以前は大根作りが多く、竹で
作った矢倉に大根が干してある風景をよく見か
けました。今回の取材は、あいら新ごぼう。「ゴ
ボウチップスがおいしいよ」と教えられ、早速
作ってもらい試食。酒のつまみに最高です。（い）

井上一樹選手を初めて見たとき、その貫禄に
圧倒されました。184 ㌢という身長のせいも
あったのでしょうが…。話してくれるかなと少し
不安になりましたが、とても気さくでいい人で
した。鹿児島は巨人ファンが多いと聞きます
が、中日ドラゴンズもぜひ応援してください。（あ）

Editor's

◎人口／128,352人（＋68）
男性／ 62,052人（＋59） 女性／ 66,300人（＋9）
出生106人／死亡107人　転入344人／転出274人
◎世帯数／56,240世帯（＋14）

（平成19年1月1日現在）

霧 島地区と国分を結ぶ県道60号関之坂（通
称）、夕焼けに浮かぶ桜島と市街地の夜景

が一気に広がる光景に惹かれ、往来する車のヘッ
ドライト・テールランプとのハーモニーを狙った。
遠景の桜島とマッチするポイントの多い霧島市だ
が、身近なところにまたひとつお気に入りのポイン
トが増えた。

【撮影データ】  デジタルカメラ　レンズ28 ～135mmF3.5
～ 5.6　ISO100　4秒 F4.5

◎今月の表紙

１月14日　午後６時25分　国分重久（関之坂）
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で
っ
か
亥い

ぞ
ぉ

巨
大
絵
馬
で

亥い

亥い

年
を
願
う

巨
大
絵
馬
で
地
域
の
活
性
化

牧
園
町
に
あ
る
和
気
神
社
に
巨
大
絵
馬
が
お

目
見
え
し
ま
し
た
。
そ
の
大
き
さ
は
高
さ
８･

２
㍍
、
幅
12
・
５
㍍
（
約
50
畳
分
）
も
あ
る
巨

大
な
も
の
で
、
訪
れ
た
か
た
を
驚
か
せ
て
い
ま

す
。
昨
年
12
月
28
日
に
は
完
成
除
幕
式
が
あ
り
、

中
津
川
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
が
歌
を
披
露
す

る
な
ど
し
て
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

大
絵
馬
に
は
今
年
の
干
支
で
あ
る
イ
ノ
シ
シ

と
同
神
社
が
祭
る
和わ

気け
の

清き
よ

麻ま

呂ろ

公
、
神
社
近
く

に
あ
る
犬
飼
滝
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
大
絵
馬
を
描
い
た
の
は
、
昨
年
の
南
日
本

美
術
展
で
吉
井
賞
を
受
賞
さ
れ
た
国
分
中
央
高

校
美
術
科
教
諭
の
宍し
し

野の

寛か
ん

さ
ん
（
国
分
）。
宍

野
さ
ん
が
原
画
を
制
作
し
、
そ
れ
を
拡
大
し
て

フ
ィ
ル
ム
に
転
写
、
巨
大
絵
馬
に
貼
り
付
け
ま

し
た
。
巨
大
絵
馬
は
黒
い
線
だ
け
で
描
い
て
あ

り
ま
す
が
、
境
内
に
は
同
じ
構
図
の
絵
に
色
を

塗
っ
た
畳
一
枚
ほ
ど
の
絵
馬
も
飾
ら
れ
て
お
り
、

巨
大
絵
馬
と
は
一
味
違
う
雰
囲
気
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

同
神
社
は
和
気
清
麻
呂
公
を
守
護
し
た
イ
ノ

シ
シ
を
「
神
の
使
い
」
と
あ
が
め
て
お
り
、
神

社
境
内
に
は
こ
ま
犬
の
代
わ
り
に
イ
ノ
シ
シ
の

石
像
を
設
置
す
る
な
ど
、
イ
ノ
シ
シ
と
の
関
係

が
深
い
神
社
で
す
。
亥
年
の
今
年
、
そ
の
神
社

に
も
っ
と
注
目
を
集
め
よ
う
と
地
元
の
有
志
が

「
日
本
一
大
絵
馬
奉
納
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

日
本
一
の
大
絵
馬
を
制
作
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

同
委
員
会
で
は
「
こ
の
神
社
は
イ
ノ
シ
シ
と

の
関
わ
り
が
深
い
神
社
な
の
で
亥
年
の
今
年
は
、

こ
の
神
社
の
年
に
し
た
い
と
思
い
、
巨
大
絵
馬

を
制
作
し
ま
し
た
。
多
く
の
か
た
に
見
に
来
て

い
た
だ
き
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
世
界

一
大
き
な
絵
馬
と
し
て
ギ
ネ
ス
に
も
挑
戦
し
た

い
で
す
」
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

同
神
社
の
三
宅
紀
仁
宮
司
は
「
完
成
し
た
絵

馬
を
見
た
と
き
は
、
そ
の
大
き
さ
と
絵
の
迫
力

に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
今
、
こ
の
絵
馬
を
見

に
多
く
の
か
た
が
た
が
訪
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
願
い
が
こ
も
っ
た
こ
の
絵
馬
を
神
社

の
宝
と
し
て
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

色を塗った絵馬も境内には飾られている

日
本
一
の
絵
馬
で
ギ
ネ
ス
に
挑
戦

亥
年
の
今
年
、
地
域
の
か
た
が
た

と
地
域
お
こ
し
の
た
め
に
何
か

で
き
な
い
か
と
考
え
た
の
が
大
絵
馬
で

し
た
。
で
も
、
何
も
な
い
中
で
始
め
た

絵
馬
作
り
、
本
当
に
で
き
る
の
か
不
安

で
し
た
が
多
く
の
か
た
の
協
力
を
も
ら

い
、
ま
る
で
空
に
飛
ん
で
い
き
そ
う
な

迫
力
の
あ
る
立
派
な
絵
馬
が
完
成
し

ま
し
た
。
今
後
は
世
界
一
の
絵
馬
と
し

て
ギ
ネ
ス
に
申
請
し
て
、
こ
の
地
域
だ

け
で
な
く
霧
島
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

Ｐ
Ｒ
し
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
に
参

拝
に
来
て
も
ら
い
、
今
後
は
霧
島
市
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

久保 明さん 日本一大絵馬奉納委員会委員長

神
様
に
納
め
ら
れ
て
い
る
絵
画
は

世
界
的
に
す
ば
ら
し
い
作
品
が

多
く
、
描
き
た
く
て
も
描
く
チ
ャ
ン
ス

は
あ
ま
り
な
い
の
で
、
原
画
制
作
の
お

話
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
と
て
も
光

栄
に
思
い
ま
し
た
。
西
洋
絵
画
を
学
ん

で
き
た
私
に
と
っ
て
、
日
本
的
に
描
く

こ
と
の
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
西
洋

画
の
技
法
を
融
合
し
て
幅
広
い
年
齢
層

の
か
た
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
。
巨
大
絵
馬
の

完
成
を
見
て
、
そ
の
大
き
さ
に
自
分
で

も
驚
き
ま
し
た
。
地
域
の
文
化
と
と
も

に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

宍野 寛さん 原画制作者

和
気
清
麻
呂
公
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20th years old
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ

今
年
、
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
昭
和
61
年
４

月
２
日
～
昭
和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
霧

島
市
で
は
１
、９
０
１
人
、（
男
１
、０
９
６
人
、

女
８
０
５
人
）
が
対
象
で
し
た
。

成
人
式
は
市
内
各
地
区
７
か
所
で
あ
り
、
中

学
時
代
の
恩
師
、
そ
の
他
教
育
関
係
者
が
出
席

し
て
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

成
人
式
に
は
霧
島
市
出
身
者
で
就
職
や
学
生

な
ど
市
外
に
住
ん
で
い
る
成
人
者
も
参
加
し
ま

し
た
。
ど
こ
の
会
場
で
も
ほ
と
ん
ど
の
男
性
は

背
広
姿
、
女
性
は
振
袖
姿
に
身
を
包
み
、
久
し

ぶ
り
に
会
っ
た
友
だ
ち
と
の
再
会
を
喜
ん
で
い

る
よ
う
で
し
た
。

式
は
新
成
人
者
の
実
行
委
員
体
制
で
取
り
組

ま
れ
、
昨
年
か
ら
実
行
委
員
会
を
開
い
て
話
し

合
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
受
付
や

司
会
進
行
、
式
典
で
は
誓
い
の
言
葉
や
市
民
憲

章
の
朗
読
な
ど
を
し
ま
し
た
。

１
月
３
日
は
牧
園
、
横
川
、
溝
辺
地
区
の
３

か
所
、
う
ち
溝
辺
地
区
で
は
み
そ
め
館
で
あ
り
、

新
成
人
の
20
年
の
歩
み
と
し
て
幼
稚
園
、
保
育

園
時
代
か
ら
小
・
中
学
時
代
の
写
真
が
ス
ラ
イ

ド
で
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
恩
師
紹
介
で
は
溝
辺

中
と
陵
南
中
の
と
き
の
先
生
が
た
が
登
場
、
実

行
委
員
が
中
学
校
時
代
の
思
い
出
と
一
緒
に
先

生
の
紹
介
を
し
、
先
生
か
ら
は
教
え
子
た
ち
へ

お
祝
い
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

１
月
５
日
は
福
山
、
霧
島
、
隼
人
地
区
の
３

か
所
、
う
ち
隼
人
地
区
で
は
隼
人
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
実
行
委
員
の
前
下
敏
秀

さ
ん
が
、「
私
た
ち
は
、
今
日
の
喜
び
と
感
動

を
忘
れ
ず
に
、
隼
人
の
地
で
培
っ
た
経
験
を
生

か
し
、
新
成
人
と
し
て
必
要
な
知
識
や
マ
ナ
ー

を
身
に
つ
け
、
社
会
に
対
し
て
責
任
を
は
た
し

ま
す
。
そ
し
て
、
い
か
な
る
苦
難
も
今
日
の
こ

と
を
思
い
出
し
、
乗
り
越
え
、
郷
土
社
会
の
反

映
の
た
め
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

国
分
地
区
は
１
月
８
日
に
霧
島
市
民
会
館
で

あ
り
ま
し
た
。
式
典
の
後
半
に
新
成
人
者
の
南

田
隆
行
さ
ん
が
先
生
や
両
親
に
対
す
る
感
謝
の

気
持
ち
と
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
意
見
発
表
を

し
ま
し
た
。

各
地
区
の
対
象
者
（
出
席
者
）
は
国
分
地

区
９
３
７
人
（
５
３
７
人
）、
霧
島
地
区
66
人

（
56
人
）、
横
川
地
区
48
人
（
44
人
）、
溝
辺
地

区
１
３
５
人
（
89
人
）
牧
園
地
区
１
０
７
人

（
83
人
）、
隼
人
地
区
５
１
７
人
（
３
２
７
人
）、

福
山
地
区
91
人
（
73
人
）
で
し
た
。

【
対
象
者
は
平
成
18
年
11
月
30
日
現
在
】

１月３日、５日、８日、霧島市内の７か所で成人式が開かれました。
会場に訪れた合わせて１，209人の新成人が大人としての決意を新たにしました。

霧島地区成人式ではともし火のつどいがあった

成人式2007

自己の言動に自覚を持ち、
歩み始めます。
若さにあふれる新成人たちが大人としての誓いも新たに出席

1月5日、327人の新成人が集まった（隼人地区）

国分地区実行委員
南田 隆行さん

中学生のころは、自分
の中で落ち着いて判断
することができず感情
に流され喜怒哀楽が激
しく迷惑をかけていた
こともありました。それ
でも見守ってくれた先
生、両親には感謝して
います。これからは人
の役に立ち、自分の判
断で動ける人になりた
いです。

溝辺地区実行委員
松田 祐佳さん

今までは何をするにも
保護者の承諾が必要で
したが、これからは必
要ありません。でもその
分責任が重くなりました。
今働いているところは
老人ホームで楽しくやり
がいがありますが、ほか
の資格を取りもっと知
恵をつけるために 4月
から看護学校に行きた
いと思います。

隼人地区実行委員
川越　絢

あや
さん

早く大人になりたいと
思っていましたが、あっ
という間に大人になっ
た感じです。人のお
世話をするのが好きで、
今の目標はことばによる
コミュニケーションに問
題が生じた人にサービ
スを提供する言語聴覚
士を目指しています。国
家試験は難しいですが
頑張ります。

牧園地区実行委員
山本　寛さん

仲間とともにこの日を
迎えられたことをうれし
く思います。これから
さまざまなことを経験
し、吸収しながら成長
していかなければなりま
せん。まだまだ未熟で
すが、大人としての自覚
を持って行動していこう
と思います。そして、一
本筋の通った大人にな
りたいです。

横川地区実行委員
原　啓輔さん

これまでを振り返ると、
とても楽しい２０年でし
た。横川は落ち着けて
住み心地がいい所なの
で、もっと若い人に残っ
てほしいです。私はこれ
からも地元に残りたい
と思っています。今は学
生だけど、早く資格を
取って親に迷惑をかけ
ないように自立したいで
す。

interview

◎
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

霧島地区実行委員
徳見　愛さん

成人になったという実
感はなかったのですが、
成人式を迎えて実感が
沸いてきました。今は
学生で将来の夢を探し
ているところですが、こ
れまで育ててくれた親に
はとても感謝しています。
これからも育ててもらっ
た感謝の気持ちを忘れ
ずに自立していきたいで
す。

福山地区実行委員
肝付 恭平さん

法律上タバコも吸え、
お酒も飲め、選挙権も
与えられ少しずつ実感
がわいています。一人の
人間としての責任を感じ
て身が引き締まる思い
です。今まで支えてくれ
た両親にも感謝してい
ます。将来は大学で教
員免許を取り海外で日
本人学校の教師をした
いです。

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2007.2, Japan
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交
通
死
亡
事
故
が
増
加

昨
年
、
全
国
で
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
か

た
は
６
、３
５
２
人
で
し
た
。
県
内
で
は
一
昨

年
の
１
０
３
人
よ
り
も
７
人
増
え
て
１
１
０
人
。

こ
の
数
は
九
州
各
県
の
中
で
は
、
福
岡
県
に
次

ぐ
２
番
目
に
多
い
数
で
す
。
交
通
事
故
件
数
は

１
万
１
、４
５
１
件
と
一
昨
年
の
１
万
２
、
２

９
０
件
よ
り
８
３
９
件
減
っ
て
い
る
の
に
死
者

数
は
増
え
て
い
る
状
況
で
、
昨
年
は
交
通
死
亡

事
故
が
多
い
年
で
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
か
た
を
年
代
別
に
見
て
み

る
と
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
65
人
と
全
体
の

59
・
１
㌫
を
占
め
、
そ
の
割
合
は
毎
年
、
増
え

て
い
ま
す
。
歩
行
中
の
死
亡
事
故
も
29
人
と

（
31
・
８
㌫
）
多
く
、
こ
ち
ら
も
毎
年
、
増
え

て
い
ま
す
。

事
故
件
数
は
減
っ
て
も

交
通
事
故
死
者
数
は
増
加

昨
年
、
霧
島
市
の
交
通
事
故
の
状
況
は
、
事

故
件
数
１
、０
０
３
件
、
負
傷
者
１
、２
６
０
人
、

死
者
17
人
、
中
で
も
亡
く
な
ら
れ
た
か
た
は
県

内
で
最
も
多
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。
一
昨
年

と
比
べ
る
と
、
事
故
件
数
は
１
５
２
件
減
、
負

傷
者
は
１
８
９
人
減
、
死
者
は
４
人
増
と
な
っ

て
お
り
、
霧
島
市
も
県
と
同
じ
よ
う
に
事
故
件

数
は
減
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
亡
く
な
っ
た

か
た
は
増
え
て
い
る
状
況
で
、
交
通
死
亡
事
故

が
多
い
年
で
し
た
。

亡
く
な
っ
た
か
た
を
年
代
別
に
見
る
と
、
や

は
り
県
と
同
じ
で
高
齢
者
が
６
割
と
多
く
、
夜

間
歩
行
中
の
事
故
が
多
い
よ
う
で
す
。

死
亡
事
故
を
無
く
す
た
め
の

取
り
組
み

死
亡
事
故
を
撲
滅
す
る
た
め
に
、
昨
年
４
月

に
、
市
内
の
地
区
自
治
公
民
館
や
商
工
会
、
警

察
署
な
ど
で
組
織
す
る
霧
島
市
交
通
安
全
市
民

運
動
推
進
協
議
会
を
発
足
。
交
通
安
全
運
動
や

霧
島
市
無
事
故
無
違
反
１
８
０
日
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
霧
島
警
察
署
で
は

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
。
中
で
も
高
齢
者
の
死
亡

事
故
が
多
い
こ
と
か
ら
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
中

に
歩
い
て
い
る
高
齢
者
を
見
つ
け
る
と
夜
間
反

射
材
を
直
接
配
り
着
用
の
大
事
さ
を
訴
え
た
り
、

高
齢
者
宅
を
個
別
に
訪
問
し
て
交
通
指
導
を
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
の
三
世
代
を
一
同
に
集
め
て
交
通
教
育

を
す
る
な
ど
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
「
シ
ル

交通死亡事故が多い状況には、さ
まざまな原因がありますが、交通安
全に対する意識の低さも影響してい
るようです。昨年、管内で亡くなら
れたかたの中で、夜間反射材を着け
ていれば事故に遭わないですんだの
ではと思われる事故が３件ありまし
た。道路を利用されるすべての人が
ルールを守り緊張感を持った行動を
してもらえれば死亡事故も減ると思
います。警察署では、行政や各地域、
各種団体と協力して交通安全活動
を推進していきます。みなさんも「自
分の命は自分で守る」という気持ち
で、日ごろから交通安全意識を持つ
ようにしてください。みんなで交通死
亡事故撲滅を目指しましょう。

下野 次雄さん

霧島警察署交通課長

バ
ー
サ
ポ
ー
ト
作
戦
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
警
察
署
や
交
通
安
全
協
会
と
協
力
し

て
、
市
内
の
幼
稚
園
や
小
中
学
校
、
企
業
な
ど

で
交
通
教
室
を
開
催
。
そ
の
ほ
か
に
も
、参
加
・

体
験
型
の
交
通
教
室
や
お
年
寄
り
を
対
象
に
し

た
シ
ル
バ
ー
ス
ク
ー
ル
、
交
通
安
全
母
の
会
に

よ
る
高
齢
者
訪
問
活
動
な
ど
状
況
に
合
わ
せ
た

交
通
教
室
を
開
催
し
て
、
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
心
が
け

夜
間
に
事
故
が
多
く
、
特
に
高
齢
者
が
事
故

に
遭
う
こ
と
が
多
い
原
因
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た

油
断
と
判
断
ミ
ス
が
あ
る
よ
う
で
す
。
夜
間
事

故
の
原
因
の
一
つ
に
見
え
に
く
さ
が
あ
り
ま
す
。

暗
闇
で
は
歩
行
者
や
自
転
車
の
発
見
が
遅
れ
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
運
転
手
は
早

め
の
点
灯
な
ど
を
心
が
け
、
昼
間
に
増
し
て
一

層
の
注
意
が
必
要
で
す
。
歩
行
者
は
夜
間
反
射

材
な
ど
を
着
用
し
、
運
転
手
な
ど
に
自
分
の
存

在
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

高
齢
者
の
事
故
が
多
い
原
因
の
一
つ
に
、
運

動
能
力
の
低
下
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
横
断

中
に
思
っ
た
よ
り
車
な
ど
が
近
づ
い
て
い
て

ビ
ッ
ク
リ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
交
通

安
全
教
室
の
中
で
、
物
が
近
づ
い
て
く
る
距
離

感
や
ス
ピ
ー
ド
感
を
体
感
す
る
実
験
を
し
た
と

こ
ろ
、
特
に
高
齢
者
の
距
離
感
が
鈍
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
運
動
能
力
が
低
下
し
て

歩
行
ス
ピ
ー
ド
な
ど
が
落
ち
、
判
断
と
行
動
に

ず
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。
自
分
の
運
動
能
力
に

合
わ
せ
て
充
分
な
注
意
と
ゆ
と
り
あ
る
交
通
行

動
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

交
通
安
全
は
皆
さ
ん
が
主
役
で
す
。
み
ん
な

で
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
、
悲
惨
な
交
通
死

亡
事
故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

反射材の重要性を体感する参加者

交通事故に遭わないためにはさまざまな交通
知識が必要です。その知識を教えてくれるのが
交通安全教室。17 年度には、警察や市などが
協力して、市内の小中学校や企業などで 124 回
17,332 人を対象に交通教室を開きました。

昨年、12 月 26 日には夜間に多く発生している
高齢者の事故を防ごうと、霧島警察署と市が福
山町の福山運動公園で夜間交通安全教室「ナイ
トスクール」を開催。約 70 人の高齢者が参加し
ました。

真っ暗な運動場で白や赤、黒など６色の衣服
が車のライトがあたったときにどのように見えるの
か実験したり、夜間に見えにくい黒や茶色の衣
服に夜間反射材をつけるとどれだけ判別しやす
くなるのか再現したり、車のライトが交差したと
きに歩行者が見えなくなる現象を再現するなどし
て、事故原因になりやすい現象を体感。

参加者は夜間の危険性や反射材の重要性を再
確認した様子でした。

事故に遭わないための

交通安全教室

交
通
死
亡
事
故
多
発
警
報

霧
島
市
は
交
通
死
亡
事
故
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
位

事
故
件
数
は
減
少
、
し
か
し
死
者
数
は
増
加

中
で
も
高
齢
者
の
占
め
る
割
合
は
６
割

自 分 の 命 は 自 分 で 守 る

◎鹿児島県年齢層別死者数
死者数（人）

5

24

40

59

3

15

42

55

0

13

43

61

4

21

29

69

4
7

35

57

0
4

38

65

区分 発生件数 死者数 負傷者数
18年12月末 11,451 110 13,952
17年12月末 12,290 103 14,993
増　減　数 −839 7 −1,041

◎県内の交通事故発生状況（鹿児島県警察統計）
区分 発生件数 死者数 負傷者数

18年12月末 1,003 17 1,260
17年12月末 1,155 13 1,449
増　減　数 −152 4 −189

◎霧島市内交通事故発生状況

※平成18年の数値については、確定値ではありません

0m 30m 50m 120m

黒っぽい
服装

明るい
服装 反射材

夜間に歩行者を把握できる距離

交通安全運動をする市民運動推進協議会のメンバー

（65歳以上） （25〜64歳） （高校生〜24歳） （中学生以下）

平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2007.2, Japan



豊作を願い葉タバコの種をまく

赤い炎に健康と幸せを祈る地区民

決勝で熱戦を繰り広げる高校生

式で表彰を受ける消防団員

年
始
め
に
無
病
息
災
、
家
内
安
全

を
願
う
鬼
火
た
き
が
市
内
各
地
で
あ

り
ま
し
た
。
国
分
平
山
地
区
で
は
３

日
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
還
暦
を
迎
え

る
地
区
民
に
よ
り
５
㍍
四
方
の
大
き

な
矢
倉
に
点
火
さ
れ
る
と
、「
パ
ン

パ
ン
」
と
竹
が
は
じ
け
る
音
が
響
き
、

地
元
の「
山
び
こ
太
鼓
」の
演
奏
の
中
、

赤
い
炎
が
空
に
立
ち
上
が
り
、
み
ん

な
で
今
年
１
年
の
健
康
と
幸
せ
を
祈

り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
竹
に
刺
し
て

残
り
火
で
焼
い
た
も
ち
な
ど
が
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。
同
地
区
で
は
、
地

域
興
し
の
一
環
と
し
て
15
、
16
年
前

か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、

も
ち
つ
き
大
会
や
た
こ
揚
げ
大
会
も

あ
り
正
月
気
分
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

鬼
火
た
き
で

無
病
息
災
を
祈
る

昨
年
４
月
、
市
内
の
ほ
か
の
ス

ポ
ー
ツ
団
体
に
先
駆
け
て
、
旧
１
市

６
町
の
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
合
併
し
て

発
足
し
た
霧
島
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
。

１
月
６
～
８
日
に
は
、
同
協
会
発

足
記
念
と
市
内
高
校
の
サ
ッ
カ
ー
技

術
の
向
上
、
市
内
サ
ッ
カ
ー
の
盛
り

上
が
り
を
目
指
し
て
、
国
分
陸
上
競

技
場
な
ど
で
県
内
20
校
の
高
校
が
参

加
し
て
「
第
一
回
霧
島
市
長
旗
争
奪

Ｕ―

18
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

大
会
は
２
日
間
の
予
選
リ
ー
グ
の

後
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

決
勝
で
鹿
屋
工
業
が
樟
南
を
２
対
０

で
下
し
優
勝
し
ま
し
た
。
霧
島
市
内

の
高
校
で
は
、
鹿
児
島
高
専
が
４
位

と
健
闘
し
ま
し
た
。

技
術
力
の
向
上
を

目
指
す

１
月
６
日
、
毎
年
恒
例
の
霧
島
市

消
防
出
初
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
、
パ
レ
ー

ド
や
規
律
訓
練
は
中
止
。
式
典
の
み

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
式
典
は
市

民
会
館
で
開
か
れ
、
功
績
章
や
勤
続

章
な
ど
３
１
８
人
の
消
防
団
員
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
霧
島
市
内
で
発
生
し
た
火

災
件
数
は
73
件
、
中
で
も
建
物
火
災

が
56
件
と
一
番
多
く
、
う
ち
20
件
は

コ
ン
ロ
が
原
因
で
し
た
。
一
昨
年
と

比
べ
る
と
、
火
災
件
数
は
４
件
、
建

物
火
災
は
16
件
増
え
て
お
り
、
建
物

火
災
が
多
い
年
で
し
た
。

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
火

の
元
を
し
っ
か
り
と
確
認
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
の
無
い
年
を

目
指
し
て

１
月
10
日
に
隼
人
町
松
永
地
区
に

完
成
し
た
葉
た
ば
こ
育い
く

苗び
ょ
うセ
ン
タ
ー

で
葉
タ
バ
コ
の
播は

種し
ゅ

（
種
ま
き
）
式

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
の
出
席
者

は
市
内
７
地
区
の
生
産
者
、
農
協
関

係
者
、
行
政
な
ど
約
60
人
。
約
８
０

０
箱
の
育
苗
箱
に
土
と
混
ぜ
た
直
径

１
㍉
に
も
満
た
な
い
種
を
蒔
き
ま
し

た
。
水
田
に
植
え
た
タ
バ
コ
は
５
月

か
ら
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。

栽
培
面
積
は
56
・
24
㌶
で
２
６
０

㌔
の
収
量
と
約
３
億
円
の
生
産
額
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
市
葉
た
ば
こ
振

興
会
の
今
島
鶴
雄
会
長
は
、「
去
年

は
日
照
不
足
な
ど
で
よ
く
な
か
っ
た

が
収
量
が
増
え
る
よ
う
期
待
し
、
伝

統
産
業
の
火
を
消
す
こ
と
な
く
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

タ
バ
コ
産
業
の

伝
統
を
守
る 7き り し ま / か わ ら 版 �

Zoom up Kirishima 

12
月
26
、
27
日
に
立
地
協
定
の
調

印
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
、
立

地
協
定
を
結
ん
だ
の
は
ア
ル
バ
ッ
ク

マ
テ
リ
ア
ル
（
横
川
）
と
霧
島
エ
コ

バ
イ
オ
（
国
分
）。
ア
ル
バ
ッ
ク
マ

テ
リ
ア
ル
は
大
画
面
液
晶
・
プ
ラ
ズ

マ
テ
レ
ビ
の
需
要
拡
大
に
対
応
す
る

た
め
に
、
こ
れ
ま
で
横
川
町
に
あ
っ

た
第
１
工
場
の
隣
接
地
に
第
２
工
場

を
増
設
、
10
月
に
操
業
開
始
予
定
。

霧
島
エ
コ
バ
イ
オ
㈱
は
地
球
に
優

し
い
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
有
機

性
廃
棄
物
を
微
生
物
の
力
で
発
酵
・

分
解
す
る
た
め
の
工
場
を
国
分
郡
田

に
新
設
、
４
月
に
操
業
開
始
予
定
。

霧
島
市
が
誕
生
し
て
か
ら
立
地
協

定
は
11
社
目
。
雇
用
の
拡
大
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

立
地
協
定
で

雇
用
拡
大
に
期
待

調印式で握手を交わす井街代表取締役社長ら

いかだに乗りはしゃいでいる子どもたち

元日本女子バレーボール選手から指導を受ける中高生

POINT OF VIEW

K O K U B U  K I R I S H I M A  M A K I Z O N O  Y O K O G A W A  H A Y A T O  M I Z O B E  F U K U Y A M A

元
旦
の
朝
、
福
山
地
区
福
山
海
岸

で
恒
例
の
新
春
泳
ぎ
初
め
が
行
わ
れ
、

寒
空
の
下
、
花
火
の
合
図
で
約
90
人

の
参
加
者
が
一
斉
に
海
へ
繰
り
出
し
、

約
20
分
の
初
泳
ぎ
で
身
を
清
め
ま
し

た
。当

日
は
、ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
百
㍍
平
泳
ぎ
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
田

口
信の
ぶ

教た
か

鹿
屋
体
育
大
学
教
授
も
一
緒

に
泳
ぎ
、
元
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
模
範

泳
法
に
参
加
者
は
大
喜
び
で
し
た
。

最
高
齢
の
国
分
上
之
段
の
大
林
五

月
さ
ん
（
70
）
は
、「
参
加
し
て
９

年
目
に
な
り
ま
す
。
小
さ
い
こ
ろ
こ

の
海
で
泳
い
で
い
ま
し
た
。
立
派
な

海
水
浴
場
も
で
き
、
も
っ
と
盛
り
上

げ
て
多
く
の
人
に
泳
い
で
ほ
し
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
と

初
泳
ぎ

昨
年
12
月
、
横
川
町
の
横
川
総
合

体
育
館
で
、
元
日
本
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
代
表
の
選
手
を
迎
え
、
県
内

の
中
高
生
を
対
象
に
し
た
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。　

当
日
は
、
姶
良
地
区
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
中
心
に
県
内
32

チ
ー
ム
か
ら
約
３
５
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

指
導
に
は
、
元
五
輪
日
本
代
表
の

セ
ッ
タ
ー
濱
田
（
旧
姓
中
西
）
千
枝

子
さ
ん
や
辻
知
恵
さ
ん
な
ど
４
人
が

あ
た
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
準
備
運
動
、

基
礎
練
習
の
ほ
か
、
実
践
を
交
え
て

技
術
を
分
か
り
や
す
く
指
導
。
参
加

し
た
中
高
生
は
、
元
日
本
代
表
の
技

術
を
習
得
し
よ
う
と
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

元
日
本
代
表
選
手
か
ら

指
導

Kirishima
topics 01 

Kirishima
topics 02

Kirishima
topics 03

Kirishima
topics 05 

Kirishima
topics 06

Kirishima
topics 07

Kirishima
topics 04 
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ま
い
に
ち
薔ば

薇ら

い
ろ
田
辺
聖

子
Ａ
ｔ
ｏ
Ｚ
（
田
辺
聖
子
）

ま
と
い
大
名
（
山
本
一
力
）
舞
い
下

り
た
花
嫁
（
赤
川
次
郎
）
こ
の
国
の

ゆ
く
え
（「
週
刊
金
曜
日
」
編
集
部
）

徳
冨
蘇
峰
終
戦
後
日
記
二
（
徳
冨
蘇

峰
）
財
源
は
み
ず
か
ら
稼
ぐ
！
（
横

浜
市
広
告
事
業
推
進
担
当
）「
保
護

者
力
」
養
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
佐
藤
晴

雄
）
女
の
子
を
伸
ば
す
母
親
は
、
こ

こ
が
違
う
！
（
松
永
暢
史
）
縁
起
の

よ
い
押
し
花
絵
（
増
山
洋
子
）
誰
も

教
え
て
く
れ
な
い
〈
ペ
ッ
ト
〉
ビ
ジ

ネ
ス
の
始
め
方
・
儲
け
方
（
野
沢
一

馬
）定
年
ま
で
逃
げ
切
る
英
語
術（
梅

森
浩
一
）
廃
棄
ス
イ
カ
に
群
が
る
イ

ノ
シ
シ
家
族
（
宮
崎　

学
）
親
子
で

楽
し
む
絵
か
き
う
た
百
四
曲
（
ブ
テ

ィ
ッ
ク
社
）
ピ
ー
タ
ー
★
パ
ン
イ
ン

ス
カ
ー
レ
ッ
ト（
ジ
ェ
ラ
ル
デ
ィ
ン
・

マ
コ
ッ
ク
ラ
ン
）
ほ
か
【
国
分
図
書

館
】マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
入
門
（
赤
間

世
紀
）
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と

介
護
者
の
た
め
の
医
療
サ
イ
ン
（
宮

原
伸
二
）警
察
庁
か
ら
来
た
男（
佐
々

木　

譲
）
12
歳
の
大
人
計
画
（
松
尾

ス
ズ
キ
）
び
ん
ぼ
う
神
と
ば
け
も
の

芝
居
（
岩
崎
京
子
）
お
こ
り
ん
ぼ
の

魔
女
が
ま
た
や
っ
て
き
た（
ハ
ン
ナ
・

ク
ラ
ー
ン
）
野
を
わ
た
る
風
に
の
る

（
ア
ン
ネ
・
メ
ッ
ラ
ー
）
ウ
ォ
ー
タ

ー
シ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
ウ
サ
ギ
た
ち

上
・
下
（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア
ダ
ム
ズ
）

ほ
か
【
隼
人
図
書
館
】

霧島市立図書館に
おいでください。
霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

国分図書館／☎64-0918
①	９:30〜21:00
②	12月29日〜１月3日
	 特別整理期間／６月中の10日間

隼人図書館／☎43-7574
①	平日／10:00〜19:00
	 土・日曜日・祝日／９：00〜17：00
②	月曜日
	 12月29日〜１月3日
	 特別整理期間12月中10日以内

溝辺図書室／☎58-3191
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

横川図書室／☎72-1596
①	９:00〜17:00
②	火曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

牧園図書室／☎78-3349
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

霧島図書室／☎57-0316
①	月・水・金／８:30〜17:00
	 火・木・土／８:30〜20:00
②	日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

福山図書室／☎56-2026
①	８:30〜17:00
②	土・日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

【① 開館時間　② 休館日】

鹿
児
島
神
宮
参
道
沿
い
に
あ
る
宮

内
小
学
校
は
明
治
11
年
に
創
立
、
今

年
度
で
１
２
７
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
こ
は
明
治
の
初
め
ま
で
は
弥み

勒ろ
く

院

と
い
う
お
寺
が
あ
り
、
鹿
児
島
神
宮

の
神
官
と
僧
が
一
緒
に
仕
事
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
で
す
。

全
校
児
童
５
５
３
人
（
男
子
２
７

１
人
、
女
子
２
８
２
人
）、「
明
る
く
、

強
く
、
正
し
く
」
が
校
訓
で
温
か
い

心
で
、
よ
く
考
え
、
強
い
体
を
も
ち
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
を
育
て

る
こ
と
を
学
校
の
教
育
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
。
平
成
16
年
に
は
読
書
活

動
優
秀
実
践
校
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
け
た
同
校
は
、
今
で
も
読
書
指

導
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
友
だ
ち

に
自
分
が
読
ん
だ
本
を
紹
介
す
る

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
し
た
り
、
朝
の
時

間
に
お
母
さ
ん
が
た
が
読
み
聞
か
せ

を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
週
１
回
の

先
生
が
た
の
研
修
会
で
も
先
生
同
士

で
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま
す
。

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
鹿
児
島
神
宮

の
初
午
祭
の
日
に
は
、
お
昼
時
に
な

る
と
昼
食
会
場
と
な
る
体
育
館
前
に

長
い
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
恒
例
と

な
っ
て
い
る
う
ど
ん
バ
ザ
ー
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
25
年
ご
ろ
か
ら

始
ま
っ
て
、
６
年
生
の
子
ど
も
た
ち
、

保
護
者
、
先
生
た
ち
が
力
を
合
わ
せ

て
お
茶
や
う
ど
ん
運
び
な
ど
を
し
て

卒
業
ア
ル
バ
ム
代
な
ど
の
費
用
に
充

て
て
い
ま
す
。

人
権
教
育

「
心
の
教
育
」
の
充
実
の
た
め
に
、

２
月
に
は
子
ど
も
人
権
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
開
催
に
向
け

て
高
学
年
で
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

昼
休
み
な
ど
を
使
っ
て
人
権
に
つ
い

て
学
習
し
て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
を
通
し
て
お
互
い
の
個
性
や
違

い
を
認
め
合
い
、
い
じ
め
の
な
い
学

校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

いじめのない学校をめざす
本大好き・友だち大好き・仕事大好き　宮内元気キッズ

子ども人権セミナー実行委員の子どもたち

「みんなで、明るく、楽しい、いじめのない宮内小学校をめ
ざして」をテーマに2月に子ども人権セミナーを開催します。
希望を募って集まった37人の実行委員。セミナーでは、い
じめの実態把握アンケートの結果やいじめをテーマにしたお
芝居を発表する予定です。宮内小の子どもたちは元気で楽
しそうにしています。でも相手の立場にたって考えるようなコ
ミュニケーションがとれていないのではと思うこともあります。
相手の気持ちになって相手がどう思うかを考え、相手を認め
る心を持った宮内の子どもになればいいなと思っています。

◎
宮
内
小
学
校

黒
川 

さ
お
り
先
生

宮内小学校
人権セミナー

旬を食べる
和食薬膳のすすめ
武　鈴子 著
病気を未然に防ぎ、すこやかなこころ
と体を維持するためには、何をどのよ
うにして食べればよいか。中国で薬
膳を学んだ著者が、日本の伝統的な
和食と薬膳の関係をひもときながら、
毎日の食生活で気をつけたいポイント
を紹介。

熱血ポンちゃん膝栗毛
山田 詠美 著
沖縄でユビハブと格闘し、博多の屋
台で大合唱。はたまた、徹夜本で不
眠症になりかけるー。NY、パリ、メキ
シコ、さまざまな国での郷愁をお供に、
のりすぎの人生はまだまだ続く！熱血
ポンちゃんの珍道中。

ピトゥスの動物園
サバズティア・スリバス 著
病気になったピトゥスを救うために5
人のなかまが考えたのは、1日だけの
移動動物園！夏のバルセロナを舞台
にくりひろげられる、涙と笑いの熱い
友情物語。スペインの子どもたちに
熱狂的に支持されている国民的ベス
トセラー。

とりになった
はっぱのはなし
今西 祐行 作
昔々ずっと昔。神様が初めておつくり
になった山に木が生えてきました。木
はぐんぐんと伸び、枝を伸ばし、葉っ
ぱをいっぱいにつけました。やがて季
節が移り･･･。児童文学者今西祐行
が遺した、心のメッセージ。

「
あ
な
た
の
手
元
に
心
を
温
め
る
１
冊
の
本
を
」

今
月
の
新
刊
。
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作
業
小
屋
の
扉
を
開
け
る
と
プ
ー
ン
と
ゴ

ボ
ウ
の
香
り
、
そ
こ
に
は
茎
を
竹
ベ
ラ
で

削
り
、
真
っ
白
な
頭
を
出
し
た
ゴ
ボ
ウ
が
積
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

福
山
町
比
曽
木
野
地
区
に
は
指
宿
秀
之
さ
ん

（
40
）
の
ゴ
ボ
ウ
畑
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
11
月

ご
ろ
ま
で
は
手
の
ひ
ら
よ
り
大
き
な
青
々
と
し
た

緑
色
の
葉
に
覆
わ
れ
て
い
た
畑
。
そ
の
畑
は
葉
が

冬
の
寒
さ
で
枯
れ
、
茶
色
の
土
が
剥む

き
出
し
に
な

り
、
30
～
40
㌢
ほ
ど
の
畝う
ね

の
上
に
わ
ず
か
に
ゴ
ボ

ウ
が
頭
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。
霧
島
市
と
加
治

木
町
の
ゴ
ボ
ウ
は
「
あ
い
ら
新
ご
ぼ
う
」
の
名
前

で
主
に
関
東
方
面
に
出
荷
さ
れ
、
今
年
は
約
１
４

３
㌧
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

指
宿
さ
ん
は
東
京
の
農
業
大
学
を
出
て
農
業
の

道
に
進
み
ま
し
た
。
６
、
７
年
前
か
ら
は
じ
め
た

ゴ
ボ
ウ
作
り
を
父
幾
夫
さ
ん
か
ら
３
年
前
に
後
継

者
と
し
て
経
営
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
去
年
か
ら
作

付
面
積
を
２
・
４
㌶
に
増
や
し
、
８
月
下
旬
か
ら

９
月
上
旬
ご
ろ
に
種
を
ま
き
、
12
月
末
か
ら
３
月

い
っ
ぱ
い
ま
で
収
穫
が
続
き
ま
す
。
秀
之
さ
ん
夫

婦
、
両
親
、
そ
れ
に
お
手
伝
い
の
人
を
含
め
て
10

人
で
の
作
業
。
週
に
３
日
、
一
番
多
い
と
き
に
は

一
度
に
１
㌧
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
を
し
て
い
た
妻
の
文
恵
さ
ん
（
39
）
は

２
年
前
か
ら
畑
仕
事
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
畑
や
田
ん
ぼ
仕
事
を
し
た
こ
と

は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
外
で
の
作
業
は
気
持
ち

い
い
と
話
す
文
恵
さ
ん
、「
あ
い
ら
新
ご
ぼ
う
は

白
く
て
柔
ら
か
く
、
キ
ン
ピ
ラ
ゴ
ボ
ウ
に
し
て
も

サ
ラ
ダ
に
し
て
も
い
い
し
、
油
で
カ
ラ
ッ
と
上
げ

た
ゴ
ボ
ウ
チ
ッ
プ
は
子
ど
も
の
お
や
つ
に
も
酒
の

つ
ま
み
に
も
最
高
で
す
」
と
目
を
細
め
て
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

HOW TO COOK!

木の根のようなゴボウ
独特の歯ごたえは炭水化物の一種、イヌリンと繊維質のセルロース。
合有量は野菜の中でもトップクラス。
食物繊維には、腸の中の有害物質を体外へ排出する働きがあり、
多くの効能が注目されています。

[材料]
ゴボウ………………2本
塩………………小さじ１／２
カレーパウダー
………………小さじ１／２
片栗粉……… 大さじ１１／２

※…調味料は好みに応
じて加減してくださ
い。

❶�ゴボウをスライスして２、3分水にさら
しアクをとり、キッチンペーパーなどで
水気をとる。

❷�塩、カレーパウダー、片栗粉を混ぜる。
サラダ油を170℃に熱して、弱火で揚
げる。

おやつに最高（ゴボウチップス）
[作り方]

◎福山町比曽木野地区   
指宿秀之さん家族

あいら新ごぼう
白くて柔らかい
独特の香りが食欲をそそる

き
り
し
ま 

旬
素
材 

食
べ
て
み
や
ん
せ
。あいら新ごぼう

白くて柔らかい
独特の香りが食欲をそそる

あいら新ごぼう
白くて柔らかい
独特の香りが食欲をそそる
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Profile

THE SCENE

霧島を思う

昨
年
、
プ
ロ
野
球
セ
ン
ト
ラ
ル
・
リ
ー
グ
で
優
勝
を
果

た
し
た
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
。
そ
の
優
勝
に
選
手
会
長
と
し

て
大
き
く
貢
献
し
た
井
上
一
樹
選
手
は
溝
辺
町
出
身
で
す
。

陵
南
小
学
校
の
と
き
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
陵
南
中
学
校
で

は
軟
式
野
球
を
経
験
し
、「
甲
子
園
に
出
た
い
」
と
い
う

夢
を
抱
い
て
鹿
児
島
商
業
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
そ
の

夢
を
２
年
生
の
夏
に
か
な
え
、
高
校
卒
業
と
同
時
に
ド
ラ

フ
ト
２
位
で
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
に
入
団
。

「
プ
ロ
野
球
選
手
に
は
簡
単
に
な
れ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
自
分
は
運
よ
く
な
れ
た
」
と
謙
虚
に
話
す
井
上
選
手
。

昨
シ
ー
ズ
ン
は
１
０
８
試
合
に
出
場
し
、
プ
ロ
野
球
史
上

４
１
１
人
目
と
な
る
１
、０
０
０
試
合
出
場
を
達
成
し
ま

井
いの

上
うえ

 一
かず

樹
き

選手� 
プロ野球選手（溝辺町崎森出身）
昭和46年７月25日生まれ。陵南小→陵
南中→鹿児島商業高校。２年の夏甲子
園に出場。ドラフト２位で中日ドラゴンズ
に入団。投手としてプロ入り後、腰痛の
ため外野手に転向。昨年から選手会長
を務める。身長184㌢、体重93㌔、左投
げ左打ち。平成15年には個人で病院を
訪問し、子どもたちを励ました活動が評
価され、ゴールデンスピリット賞を受賞。

し
た
。「
あ
ま
り
意
識
は
し
て
い
な
い
。
一
つ
の
通
過
点

に
す
ぎ
な
い
」
と
話
す
井
上
選
手
は
「
今
シ
ー
ズ
ン
は
ま

ず
連
覇
を
果
た
し
、
日
本
シ
リ
ー
ズ
で
優
勝
し
た
い
」
と

意
欲
を
燃
や
す
。

「
霧
島
市
の
皆
さ
ん
に
応
援
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
励

み
に
な
る
。
誇
り
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
先
輩
で
あ

り
た
い
し
、
野
球
選
手
で
あ
り
た
い
」
と
話
す
井
上
選
手
。

昨
年
末
に
は
、
後
輩
の
小
中
学
生
を
対
象
に
野
球
教
室
を

開
き
、
守
備
や
打
撃
の
コ
ツ
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

「
野
球
を
経
験
し
た
こ
と
は
必
ず
自
分
の
糧か
て

に
な
る
。

技
術
を
み
が
く
だ
け
で
な
く
、
仲
間
を
大
切
に
し
な
が
ら

自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
強
い
思
い
で

必
死
に
頑
張
れ
ば
夢
は
か
な
う
。
将
来
、
甲
子
園
に
出
場

し
た
り
、
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
っ
た
り
す
る
子
ど
も
た
ち

が
出
て
く
る
と
う
れ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

今
年
で
36
歳
。
ベ
テ
ラ
ン
と
呼
ば
れ
る
域
に
い
な
が
ら

も
、
打
率
、
本
塁
打
と
も
に
毎
年
上
昇
さ
せ
、
第
一
線
で

活
躍
す
る
井
上
選
手
の
姿
は
、
ひ
た
む
き
に
夢
を
追
う
こ

と
、
そ
し
て
夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

教
え
て
く
れ
ま
す
。

井
上
選
手
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。
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私
は
大
隅
半
島
の
ど
真
ん

中
（
鹿
屋
市
串
良
町
）

で
、
農
業
と
大
工
の
兼

業
農
家
に
生
を
受
け
ま
し
た
。
父
母

と
６
人
兄
弟
の
８
人
家
族
で
し
た
が
、

農
作
業
の
手
伝
い
は
当
た
り
前
の
社

会
で
、
幼
い
と
き
か
ら
菜
種
や
カ
ラ

イ
モ
植
え
、
田
植
え
、
牛
馬
の
世
話
、

酪
農
の
乳
し
ぼ
り
と
一
人
前
の
仕
事

が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
朝

か
ら
晩
ま
で
働
き
ず
く
め
の
父
母
と

家
族
総
出
の
農
作
業
は
、
大
隅
半
島

の
農
家
の
典
型
的
な
姿
で
し
た
。
中

学
校
の
「
社
会
」
か
「
地
理
」
の
時

間
に
「
福
祉
」
と
い
う
言
葉
に
出
会

い
ま
し
た
。
記
憶
の
範
囲
で
す
が
、

「
農
業
で
一
番
豊
な
国
は
デ
ン
マ
ー

ク
、
日
本
の
デ
ン
マ
ー
ク
は
愛
知
県

の
安
城
市
」
で
福
祉
の
進
ん
だ
国
も

デ
ン
マ
ー
ク
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
校
内
の

弁
論
大
会
で
福
祉
を
取
り
上
げ
た
こ

と
が
あ
り
、
こ
ち
ら
の
方
は
証
拠
写

真
が
残
っ
て
い
ま
す
。
大
学
進
学
の

と
き
、
貧
し
い
農
家
で
進
学
は
あ
き

ら
め
て
い
ま
し
た
が
、「
お
金
は
何

と
か
ナ
ッ
ト
よ
」
と
い
う
母
の
一
声

に
父
も
同
意
し
て
く
れ
て
４
年
間
福

祉
を
学
ぶ
機
会
を
得
ま
し
た
。

故
郷
の
変
化

当
時
の
農
家
は
機
械
化
も
進
ん
で

我
が
家
に
も
耕
運
機
が
入
っ
て
き
ま

し
た
が
、
酪
農
の
世
界
は
手
作
業
で

し
た
。
し
か
も
、
盆
正
月
も
な
い
年

中
無
休
で
一
家
挙
げ
て
の
仕
事
で
し

た
が
、
雨
の
日
だ
け
は
ほ
か
の
畑
仕

事
は
休
み
で
、
大
根
の
漬
物
持
参
で

集
落
の
人
が
我
が
家
に
集
い
、
作
物

の
出
来
具
合
や
田
植
え
の
打
ち
合
わ

せ
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。
人
々
が

集
ま
り
語
ら
い
の
場
を
持
つ
、
春
の

菜
の
花
畑
の
中
で
太
鼓
と
三
味
線
で

の
歌
や
踊
り
が
農
家
の
娯
楽
で
も
あ

り
ま
し
た
。
葬
式
も
結
婚
式
も
自
宅

で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
時
代
で
、
地

域
の
助
け
合
い
・
支
え
合
い
が
な
け

れ
ば
生
活
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な

い
社
会
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。

今
、
父
母
の
墓
参
り
に
訪
ね
る
実

家
の
あ
る
集
落
は
、
新
築
の
家
も
見

ら
れ
世
代
交
代
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
結
婚
式
は
い
ち
早
く
ホ
テ
ル
の

式
場
で
、
最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
集

落
挙
げ
て
の
葬
式
は
、
自
宅
葬
は
見

ら
れ
な
く
な
り
葬
儀
場
に
代
わ
り
、

農
作
業
も
個
々
面
々
と
い
う
社
会
に

変
貌
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進
み

集
落
の
大
半
は
50
歳
代
で
小
学
生
も

ど
こ
に
い
る
か
分
か
ら
な
い
ぐ
ら
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
の
変
化

今
年
で
社
会
福
祉
と
い
う

言
葉
と
の
出
会
い
か
ら

40
年
余
り
に
も
な
り
ま

す
。
こ
の
間
、
社
会
の
変
化
に
伴
い

社
会
福
祉
制
度
も
福
祉
の
考
え
方
も

大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
農
業

を
営
み
な
が
ら
高
校
・
大
学
と
学
ば

せ
て
く
れ
た
父
母
は
、
お
金
の
工
面

に
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
奨
学
金
の

申
請
を
し
て
も
田
畑
が
あ
る
と
い
う

理
由
で
借
り
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ

た
の
で
す
。
父
は
貧
乏
し
て
い
て
も
、

国
の
世
話
に
は
な
る
な
と
い
う
考
え

方
が
人
一
倍
強
い
人
で
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
当
時
は
、
福
祉
は
貧

困
者
の
た
め
に
あ
る
も
の
、
福
祉
を

受
け
る
こ
と
は
恥
と
す
る
考
え
方
で

し
た
。
今
日
、
福
祉
は
保
育
、
介
護

と
ど
の
分
野
を
と
っ
て
も
国
民
生
活

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て

発
展
し
て
き
て
い
ま
す
。

福
祉
の
利
用
の
仕
方
は
、
困
っ
た

こ
と
が
あ
り
家
族
な
ど
で
解
決
で
き

な
け
れ
ば
市
町
村
役
場
に
出
か
け
、

窮
状
を
訴
え
て
、
行
政
が
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
を
決
め
て
く
れ
る
と
い
う
仕

組
み
で
し
た
。
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
市

民
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
を
決
め

て
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
も
選
べ
る
仕

組
み
に
変
化
し
、
利
用
者
主
体
と
い

わ
れ
る
制
度
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

福
祉
と
い
え
ば
福
祉
施
設
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
、
家
族
が
世
話
で
き
ず
に

地
域
社
会
で
の
生
活
が
困
難
で
あ
れ

ば
、
施
設
で
生
活
す
る
と
い
う
施
設

福
祉
中
心
の
考
え
方
が
主
流
で
し
た

が
、
今
日
で
は
可
能
な
限
り
地
域
社

会
の
中
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

く
と
い
う
地
域
福
祉
を
目
指
し
て
い

る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
福
祉
の
理
念
・
目
的
も

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
人
間
と
し

て
の
尊
厳
を
尊
重
し
、
自
立
と
自
己

実
現
を
支
援
す
る
と
い
う
考
え
方
に

な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
の
お
す
す
め

私
に
と
っ
て
の
霧
島
市
は
、

旧
隼
人
町
に
１
年
余
り

住
み
第
一
子
誕
生
の
地

で
あ
り
ま
す
が
、
も
う
30
年
前
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
霧

島
町
と
福
山
町
は
福
祉
事
務
所
の

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
隅
々
ま
で

駆
け
回
っ
て
い
た
時
代
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
市
の
介
護
保
険
関
連
の
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
関
わ
り
の
中
で
感
じ
て
い

る
こ
と
を
述
べ
て
み
ま
す
。

介
護
福
祉
関
係
で
は
従
来
の
社
会

福
祉
法
人
に
加
え
、
株
式
会
社
、
医

療
法
人
、
特
定
非
営
利
組
織
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
）
な
ど
霧
島
市
で
の
事
業
展

開
に
意
欲
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

数
多
く
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
施
設

を
中
心
と
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
今

後
の
展
開
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
心
配
は

な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
人
々
が

住
み
な
れ
た
地
域
で
生
涯
を
過
ご
し

た
い
と
す
る
願
い
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
市
役
所
と
先
に
あ
げ
た
株
式

会
社
な
ど
の
団
体
任
せ
で
は
実
現
で

き
ま
せ
ん
。
地
域
の
助
け
合
い
・
支

え
合
い
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
か
と

い
っ
て
私
が
育
っ
た
時
代
の
地
域
社

会
を
再
現
す
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

地
域
に
住
む
人
た
ち
が
、
少
な
く
と

も
隣
の
一
人
暮
ら
し
の
か
た
、
身
体

に
障
害
の
あ
る
か
た
、
子
育
て
中
の

か
た
な
ど
に
対
す
る
気
配
り
の
精
神

を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
一

点
目
で
す
。
二
点
目
は
、
こ
れ
ら
の

人
の
居
場
所
（
生
き
生
き
サ
ロ
ン
や

子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
）
を
、
地
域
の

か
た
が
た
で
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
三
点
目
は
、
こ
れ
か
ら
も
公
的

な
施
設
が
地
域
に
箱
物
と
し
て
整
備

さ
れ
て
い
く
の
で
、
そ
こ
に
働
く
人

と
施
設
が
真
に
地
域
と
と
も
に
歩
む

活
動
の
展
開
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
、
そ
の
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
と
の

出
会
い

こ
の
ペ
ー
ジ
は
第
一
線
で
活
躍
す
る
専
門
家
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

霧
島
市
に
何
ら
か
の
形
で
ご
縁
の
あ
る
方
々
で
、

縁
の
あ
っ
た
「
人
」「
自
然
」「
文
化
」
な
ど
を
題
材
に
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ん
が
霧
島
市
の
よ
さ
を
再
認
識
し
た
り
、

新
し
い
価
値
観
を
再
発
見
で
き
た
り
す
る
紙
面
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
づ
く
り
を
創
造
す
る
核
の
一
つ
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
回
は
霧
島
市
高
齢
者
施
策
委
員
会
委
員
長
の
久
永
繁
夫
氏
に

福
祉
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ひ
さ
な
が 

し
げ
お（
59
歳
）  

鹿
屋
市
串
良
町
出
身

１
９
７
０
年　
　

鹿
児
島
県
庁
に
勤
務

１
９
９
８
年　
　

鹿
児
島
県
障
害
福
祉
課
課
長
補
佐
を
最
後
に
退
職

１
９
９
８
年
～　

鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
教
授

主
な
担
当
科
目
＝
高
齢
者
福
祉
論
・
社
会
福
祉
概
論
・
介
護
保
険
制
度
論
・
社
会
福
祉
援
助
技
術

所
属
学
会
・
協
会
等　

日
本
社
会
福
祉
学
会
・
日
本
介
護
福
祉
学
会
・
日
本
福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
・

日
本
高
齢
者
虐
待
防
止
学
会
・
日
本
老
年
行
動
学
会
・
社
団
法
人
日
本
社
会
福
祉
士
会

現
在
、
鹿
児
島
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
・
日
本
介
護
福
祉
学
会
理
事
・
鹿
児
島
県
介
護
保

険
審
査
会
委
員
・
霧
島
市
高
齢
者
施
策
委
員
会
委
員
長

9
第

回

地
域

づ
く
り

文

久
永 

繁
夫

Regional

C
reate

H
isanaga  Shigeo

生き生きサロンや
子育てサロンなど

一人暮らし、子育て中のかたなどの
居場所を地域で考える

住みなれた地域で
生涯を過ごすために

地域の助け合い・支え合いが
必要不可欠

エ
ッ
セ
ー

Essais

鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
教
授
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国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
が
変
わ
り
ま
す
！

合
併
後
こ
れ
ま
で
お
住
ま
い
の
地

域
ご
と
に
算
定
し
て
い
た
国
民
健
康

保
険
税
の
税
率
が
平
成
19
年
４
月
か

ら
統
一
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
霧
島
市
の
国
民
健
康
保
険

の
財
政
は
、
苦
し
い
運
営
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
な
原
因
は

近
年
の
医
療
制
度
改
革
や
高
齢
化
に

伴
う
医
療
費
の
増
加
で
す
。
こ
の
傾

向
は
今
後
も
続
く
見
込
み
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
医
療
費
の
増
加
に

伴
い
合
併
直
後
に
あ
っ
た
基
金
（
国

民
健
康
保
険
の
預
金
）
残
高
も
ほ
と

ん
ど
な
く
な
り
、
今
ま
で
の
税
率
で

は
運
営
で
き
な
い
見
通
し
と
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
改
正
は
、

霧
島
市
全
体
で
保
険
税
を
統
一
す
る

こ
と
と
同
時
に
今
後
増
加
す
る
と
見

込
ま
れ
る
医
療
費
に
見
合
っ
た
保
険

税
を
確
保
、
低
所
得
者
層
に
も
配
慮

し
た
税
率
改
正
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
今
回
の
改
正
点

①�

こ
れ
ま
で
の
保
険
税
算
定
に
含
ま

れ
て
い
た
被
保
険
者
の
固
定
資
産

税
額
に
よ
る
資
産
割
を
廃
止
し
て

現
行
の
４
方
式
か
ら
所
得
割
・
均

等
割
・
平
等
割
の
３
方
式
で
保
険

税
を
算
定
し
ま
す
。

②�

お
住
ま
い
の
地
域
ご
と
で
異
な
っ

て
い
た
旧
市
町
単
位
の
税
率
を
廃

止
し
て
税
率
が
一
本
化
さ
れ
ま
す
。

③�

本
税
率
は
平
成
19
年
４
月
１
日
以

降
の
保
険
税
算
定
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
平
成
18
年
度
以
前
の
保
険
税

の
算
定
は
旧
市
町
の
税
率
・
４
方

式
で
算
定
さ
れ
ま
す
。

（
介
護
納
付
金
分
は
40
歳
到
達
月
か

ら
加
算
さ
れ
65
歳
到
達
前
月
ま
で
加

算
さ
れ
ま
す
）

※�

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
保
険
年
金
課
国

民
健
康
保
険
係
☎
（
64
）
０
８
８

６
、
税
務
課
市
民
税
係
☎
（
64
）

０
９
０
２

税
理
士
記
念
日

無
料
税
務
相
談

税
理
士
に
よ
る
「
無
料
税
務
相
談

会
」
を
開
設
し
ま
す
。
相
続
・
贈
与
・

土
地
建
物
の
売
却
、
確
定
申
告
ほ
か
。

予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・�

日
時
＝
２
月
18
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
４
時

・�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

１
階
ロ
ビ
ー
（
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
南
九
州
税
理
士

会
加
治
木
支
部
☎
（
67
）
１
１
７

１
末
吉

in
fo

r
m

a
tio

n
 

0
1

T ax ◎税務情報

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

受
給
者
の
皆
さ
ま
へ

平
成
19
年
３
月
１
日
か
ら
乳
幼
児

医
療
費
の
助
成
金
支
給
申
請
の
手
続

が
変
わ
り
ま
す
。

《
改
正
内
容
》

現
在
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
を
受

け
る
た
め
に
は
、
助
成
申
請
書
に
医

療
機
関
な
ど
の
証
明
を
添
え
て
市
役

所
に
申
請
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
平
成
19
年
３
月
１
日
診
療
分
か

ら
助
成
方
法
が
「
自
動
償
還
方
式
」

と
な
り
、
鹿
児
島
県
内
の
医
療
機
関

な
ど
で
受
診
さ
れ
た
分
は
、
市
役
所

へ
の
申
請
書
提
出
が
不
要
に
な
り
ま

す
。

《
自
動
償
還
方
式
と
は
》

「
自
動
償
還
方
式
」
と
は
、
事
前

に
交
付
さ
れ
た
「
乳
幼
児
医
療
費
助

成
金
受
給
資
格
者
証
」
と
保
険
証
を

提
示
し
て
医
療
機
関
を
受
診
し
、
窓

口
で
自
己
負
担
金
を
支
払
え
ば
、
そ

の
あ
と
は
、
助
成
申
請
書
を
提
出
す

る
必
要
は
な
く
、
助
成
金
は
、
後
日
、

自
動
的
に
指
定
の
口
座
に
振
り
込
ま

れ
る
と
い
う
助
成
方
法
で
す
。

こ
れ
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
医

療
機
関
な
ど
で
支
払
っ
た
自
己
負
担

額
を
、
医
療
機
関
な
ど
が
審
査
集
計

機
関
に
報
告
し
ま
す
。
審
査
集
計
機

関
は
そ
の
集
計
結
果
を
各
市
町
村
に

通
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
皆
さ
ん
が

医
療
機
関
な
ど
で
支
払
っ
た
金
額
に

応
じ
て
助
成
額
を
計
算
し
て
自
動
的

に
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

《
改
正
時
期
》

平
成
19
年
３
月
１
日
診
療
分
か
ら

が
対
象
に
な
り
ま
す
。そ
れ
以
前（
平

成
19
年
２
月
28
日
ま
で
）
に
受
診
し

た
分
は
、
従
来
ど
お
り
市
役
所
へ
の

申
請
書
提
出
が
必
要
で
す
。

《
必
要
な
手
続
》

・�

現
在
登
録
中
の
か
た
に
は
新
し
い

資
格
者
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

特
別
な
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・�

新
し
い
資
格
者
証
が
届
い
た
ら
、

登
録
内
容
（
保
険
内
容
、
住
所
な

ど
）
に
間
違
い
が
無
い
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
間
違
い
が
あ
っ
た

場
合
は
、
市
役
所
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

・�

登
録
内
容
に
変
更
の
あ
っ
た
か
た

は
早
め
に
変
更
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。

・�

未
登
録
の
か
た
は
、
市
役
所
で
乳

幼
児
医
療
費
受
給
資
格
者
登
録
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

・�

登
録
の
際
に
必
要
な
物
は
、
お
子

さ
ん
の
保
険
証
、
保
護
者
名
義
の

通
帳
な
ど
口
座
番
号
が
わ
か
る
も

の
、
印
鑑
で
す
。　
　

《
注
意
点
》

※�

自
動
償
還
方
式
は
鹿
児
島
県
内
の

医
療
機
関
な
ど
の
み
が
対
象
に
な

り
ま
す
の
で
、
県
外
の
医
療
機
関

な
ど
で
受
診
さ
れ
た
分
は
、
従
来

ど
お
り
領
収
書
で
の
申
請
手
続
が

必
要
で
す
。

※�

鹿
児
島
県
内
の
医
療
機
関
な
ど
で

受
診
さ
れ
た
場
合
で
も
、
医
療
機

関
な
ど
の
窓
口
で
受
給
者
証
を
提

示
さ
れ
な
け
れ
ば
、
従
来
ど
お
り

市
役
所
へ
申
請
書
を
提
出
す
る
申

請
手
続
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
児
童
福
祉
課
児

童
家
庭
係
☎
（
64
）
０
９
９
１
、

各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課
（
隼
人

総
合
支
所
は
福
祉
課
）

お
い
で
よ
！
特
認
校
へ

平
成
19
年
度
特
認
校
生
募
集

◇ 

制
度
の
趣
旨
と
目
的 

◇

豊
富
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
小

規
模
校
の
特
性
を
生
か
し
、
心
身
の

健
康
増
進
・
体
力
づ
く
り
と
と
も
に
、

自
然
に
触
れ
る
中
で
学
ぶ
楽
し
さ
と
、

豊
か
な
人
間
性
を
培
い
た
い
と
希
望

す
る
保
護
者
・
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん

に
、
一
定
の
条
件
の
も
と
で
、
特
別

に
入
学
（
転
学
）
を
認
め
る
制
度
で

す
。

※�

住
所
は
そ
の
ま
ま
で
、
自
宅
か
ら

の
通
学
と
な
り
ま
す
。

◇ 

募
集
に
つ
い
て 
◇

１　

募
集
期
間

２
月
28
日
（
水
）
ま
で

２　

体
験
入
学

体
験
入
学
や
学
校
見
学
は
い
つ
で

も
で
き
ま
す
。
現
在
通
っ
て
い
る
学

校
の
校
長
先
生
を
通
じ
て
、
希
望
す

る
学
校
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

３　

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

申
込
の
受
付
と
面
接
を
行
い
ま
す

の
で
、
学
校
教
育
課
学
事
係
ま
た
は
、

関
係
す
る
出
張
所
教
育
総
務
課
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
新
１

年
生
は
、
保
護
者
同
伴
で
学
校
教
育

課
学
事
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
書
な
ど
は
各
特
認
校

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

４　

決
定
通
知

入
学
・
転
学
の
条
件
、
申
込
の
状

況
、
学
校
の
受
け
入
れ
体
制
な
ど
を

考
え
合
わ
せ
、
後
日
通
知
を
し
ま
す
。

◇ 
入
学（
転
学
）の
条
件 

◇

１�　

平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
で
霧

島
市
立
各
小
・
中
学
校
に
籍
が
あ

る
こ
と
。

２�　

１
年
間
を
通
じ
て
通
学
で
き
る

こ
と
。（
年
度
途
中
で
の
転
入
・

転
出
は
で
き
ま
せ
ん
）

３�　

小
規
模
校
で
の
教
育
を
真
に
理

解
し
、
賛
同
し
て
い
る
こ
と
。

４�　

原
籍
校
や
特
認
校
の
学
級
編
制

に
支
障
の
な
い
こ
と
。

５�　

保
護
者
の
責
任
で
安
全
な
通
学

が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

６�　

特
認
校
に
お
け
る
学
校
行
事
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
子
ど
も
会
活
動
な

ど
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。

●
特
認
校
一
覧

・
木
原
小
学
校
☎（
49
）３
１
０
６

国
分
郡
田
３
５
９
２

・
川
原
小
学
校
☎（
45
）３
６
８
８

国
分
川
原
２
６
５
４

・
平
山
小
学
校
☎（
48
）２
３
３
０

国
分
川
内
３
０
５
３

・
塚
脇
小
学
校
☎（
48
）２
２
１
１

国
分
上
之
段
２
２
８
４

・
佐
々
木
小
学
校
☎（
72
）９
０
２
２

横
川
町
下
ノ
９
２
０―

６

・
中
津
川
小
学
校
☎（
77
）２
４
２
９

牧
園
町
上
中
津
川
１
２
８
２

・
持
松
小
学
校
☎（
77
）２
４
２
１

牧
園
町
持
松
１
１

・
永
水
小
学
校
☎（
57
）０
３
６
７

霧
島
永
水
３
８
１
１

・
中
福
良
小
学
校
☎（
43
）９
２
３
２

隼
人
町
嘉
例
川
１
８
３
１―

１

・
木
原
中
学
校
☎（
49
）３
１
０
６

国
分
郡
田
３
５
９
２

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
学
校
教
育
課
学

事
係
☎
（
64
）
０
９
２
５

C hild welfare ◎児童福祉S chool education ◎学校教育

交
通
規
制
に
つ
い
て

当
日
の
会
場
周
辺
は
交
通
規
制
が

敷
か
れ
、
道
路
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、

ご
来
場
の
際
は
で
き
る
だ
け
乗
り
合

わ
せ
や
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
付
近
住
民
、
事
業
所
の
か

た
が
た
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

交
通
規
制
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、後

日
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

※�

飲
酒
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
観
光
課
観
光
係

☎
（
64
）
０
８
９
５
、
隼
人
総
合

支
所
商
工
観
光
係
☎
（
42
）
１
１

１
１

A nnounce ◎告知

改正後：医療給付費分

①
所
得
割

（総所得額―33万円）×
2.1％

②
均
等
割

被保険者1人あたり
8,000円

③
平
等
割

１世帯あたり5,100円

⇒①＋②＋③＝年税額

改正後：介護納付金分

南
九
州
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
お
祭
り

初
午
祭

◇ 

期　

日 

３
月
11
日
（
日
）

◇ 

時　

間 

午
前
９
時
～
午
後
４
時
頃

◇ 

場　

所 

鹿
児
島
神
宮
お
よ
び
そ
の
周
辺

４
６
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
初

午
祭
は
、
牛
馬
な
ど
の
家
畜
の
奨
励
、

五
穀
豊ほ

う

穣じ
ょ
う、
家
内
安
全
を
願
う
と
と

も
に
、
病
気
や
災
い
な
ど
の
厄
を
祓は

ら

う
お
祭
り
で
す
。

当
日
は
、
20
数
頭
の
馬
と
約
２
、

０
０
０
人
の
踊
り
手
が
踊
り
、
そ
れ

を
見
よ
う
と
20
万
人
以
上
の
人
が
訪

れ
ま
す
。

①
所
得
割

（総所得額―33万円）×
13.5％

②
均
等
割

被保険者1人あたり
31,600円

③
平
等
割

1世帯あたり28,200円

⇒①＋②＋③＝年税額
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前
回
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
「
緩
和
ケ
ア
」
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
緩
和
医
療
は
が
ん
の
大

切
な
治
療
法
の
一
つ
で
す
。
今
回
は
、
そ
の
ほ

か
の
が
ん
治
療
、
特
に
が
ん
の
薬
物
療
法
に
つ

い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
ん
の
治
療
は
大
き
く
局
所
療
法
と
全
身
療

法
に
わ
け
ら
れ
ま
す
。
局
所
療
法
に
は
内
視
鏡

手
術
や
外
科
手
術
で
が
ん
を
取
り
去
る
外
科
療

法
、
が
ん
に
放
射
線
を
当
て
て
が
ん
を
な
く
し

た
り
す
る
放
射
線
療
法
が
あ
り
ま
す
。
全
身
療

法
は
、
病
状
の
進
行
の
程
度
や
ひ
ろ
が
り
で
局

所
療
法
だ
け
で
は
完
全
に
が
ん
を
治
療
で
き
な

い
と
き
な
ど
に
、
抗
が
ん
剤
や
ホ
ル
モ
ン
剤
な

ど
の
薬
物
で
治
療
す
る
「
が
ん
薬
物
療
法
」
を

主
体
に
行
い
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
が
ん
の
外
科
治
療
の
質
は
世

界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
一
方
、
が
ん
薬

物
療
法
に
関
し
て
は
、
臨
床
試
験
の
規
模
や
新

し
い
薬
剤
の
承
認
の
ス
ピ
ー
ド
な
ど
、
先
進
的

な
国
々
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
に
は
が
ん
の
薬
物
療
法

を
専
門
と
す
る
臨
床
腫し
ゅ

瘍よ
う

医
が
１
万
人
程
度
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
日
本
に
は
が
ん
薬
物
療
法
の

専
門
家
を
戦
略
的
に
養
成
す
る
仕
組
み
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
が
ん
薬
物
療
法
の
重
要
性
が

増
す
に
つ
れ
、
そ
れ
を
強
化
す
る
対
策
や
取
り

組
み
が
す
す
め
ら
れ
て
お
り
、
昨
年
は
じ
め
て

全
国
に
47
人
の
「
が
ん
薬
物
療
法
専
門
医
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。
国
の
政
策
で
は
、
日
本
全
国

ど
こ
で
も
質
の
高
い
が
ん
医
療
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
を
め
ざ
す
「
が
ん
医
療
の
均
て
ん
化
（
均

て
ん
＝
ひ
と
し
く
う
る
お
う
こ
と
）」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、「
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」
の

設
置
な
ど
積
極
的
な
が
ん
対
策
が
す
す
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

が
ん
薬
物
療
法
に
つ
い
て

が
ん
に
対
す
る
薬
物
治
療
に
は
、
抗
が
ん
剤
、

ホ
ル
モ
ン
剤
、
免め
ん

疫え
き

賦ふ

活か
つ

剤ざ
い

（
免
疫
力
を
高
め

る
薬
剤
）
な
ど
を
使
用
し
、
が
ん
そ
の
も
の
に

対
す
る
効
果
を
期
待
す
る
化
学
療
法
、
痛
み
や

吐
き
気
な
ど
の
症
状
を
和
ら
げ
る
た
め
の
薬
物

治
療
が
あ
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
抗
が
ん
剤
治
療
だ
け
で
完
全
に

治
る
が
ん
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ

と
ん
ど
は
が
ん
を
小
さ
く
し
て
、
ま
た
は
病

気
の
進
行
を
遅
ら
せ
て
延
命
効
果
を
期
待
す

る
、
延
命
は
で
き
な
く
て
も
症
状
を
和
ら
げ
る

な
ど
の
目
的
で
使
用
さ
れ
ま
す
。
抗
が
ん
剤
で

治
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
が
ん
に
は
急
性
白
血

病
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
精
巣
腫
瘍
、
絨
じ
ゅ
う

毛も
う

が
ん

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
進
行
の
程
度
に
よ
り
ま
す

が
、
最
近
で
は
食
道
が
ん
に
抗
が
ん
剤
と
放
射

線
治
療
を
組
み
合
わ
せ
て
完
全
に
治
る
こ
と
も

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
ほ
か
の
治
療
法
や
複
数
の
抗
が
ん
剤
を
組
み

合
わ
せ
て
効
果
を
上
げ
、
副
作
用
を
軽
く
す
る

た
め
の
多
く
の
工
夫
や
研
究
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
薬
の
開
発
や
試
験
も
世
界
中
で
活
発

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
抗
が
ん
剤
の
多
く
は
が

ん
細
胞
を
殺
す
効
果
が
あ
る
反
面
、
正
常
な
細

胞
に
も
損
傷
を
与
え
る
作
用
（
有ゆ
う

害が
い

事じ

象し
ょ
う）

も

あ
り
副
作
用
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
近
年
の
分

子
生
物
学
の
急
速
な
進
歩
に
よ
り
、
が
ん
細
胞

だ
け
が
持
つ
特
徴
を
分
子
レ
ベ
ル
で
と
ら
え
て

が
ん
細
胞
に
だ
け
ね
ら
い
を
さ
だ
め
る
薬
の
開

発
が
す
す
ん
で
お
り
、「
分
子
標
的
治
療
薬
」

と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
白
血
病
、
乳
が
ん
、
肺

が
ん
で
は
有
効
な
治
療
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
近

い
う
ち
に
大
腸
が
ん
な
ど
の
治
療
に
も
導
入
さ

れ
る
予
定
で
す
。

よ
り
よ
い
が
ん
治
療
を

提
供
す
る
た
め
に

当
院
で
は
胃
や
大
腸
な
ど
の
消
化
器
が
ん
薬

物
療
法
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
日
々
進
歩

し
て
い
く
が
ん
薬
物
療
法
の
強
化
の
た
め
に
努

力
を
し
て
い
ま
す
。
入
院
せ
ず
に
通
院
で
抗
が

ん
剤
の
化
学
療
法
を
受
け
た
い
と
希
望
さ
れ
る

患
者
さ
ん
も
増
え
て
お
り
、
昨
年
は
専
用
の
外

来
化
学
療
法
室
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。
私
も

９
か
月
間
東
京
の
癌が
ん

研け
ん

有あ
り

明あ
け

病
院
で
最
先
端
の

が
ん
薬
物
療
法
の
医
療
現
場
を
経
験
し
、
11
月

に
は
当
院
の
外
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
と

共
に
癌
研
有
明
病
院
化
学
療
法
科
の
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
チ
ー
ム
で
参
加
し
、
５
日
間
缶
詰
で

研
修
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
も
が
ん
薬
物
療
法

を
必
要
と
さ
れ
る
か
た
が
た
に
最
先
端
の
標
準

化
さ
れ
た
が
ん
治
療
を
提
供
で
き
る
体
制
を
整

え
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
医
療
機
関
の

皆
さ
ま
と
も
連
携
、
協
力
し
な
が
ら
安
心
し
て

が
ん
の
療
養
が
で
き
る
地
域
環
境
づ
く
り
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
院
に
は
「
地
域

が
ん
相
談
室
」
も
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
が
ん

に
つ
い
て
の
悩
み
事
や
相
談
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

やさしい医療講座
霧島市立医師会医療センター

地域医療部長／三阪　高春

M E D I C A L  L E C T U R E

がん治療

た
だ
牧
園
に
流
さ
れ
た
と
い
う
説
は
根
拠
が

無
い
の
か
と
い
う
と
、
い
や
大
い
に
有
り
と
答

え
た
い
。

そ
の
一
、
牧
園
付
近
に
は
、
大
分
・
宇
佐
地

方
の
移
住
民
が
来
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。『
続

日
本
紀
』
和わ

銅ど
う

七
年
（
七
十
四
）
三
月
の
条
に

「
隼
人
昏こ

ん

荒こ
う

、野
心
ニ
シ
テ
未
ダ
憲
法
ヲ
習
ワ
ズ
、

因
リ
テ
、
豊
前
国
ノ
民
二
百
戸
ヲ
移
シ
、
相
イ

勧
導
セ
シ
ム
」
と
あ
り
ま
す
。

和
銅
六
年
は
大
隅
国
が
置
か
れ
た
年
で
、
そ

の
翌
年
に
大
分
地
方
か
ら
二
百
戸
の
移
住
者
が

来
て
い
る
訳
で
す
。
奈
良
時
代
の
一
戸
は

大
家
族
で
二
十
人
ほ
ど
、
二
百
戸
で
四
千
人
、

当
時
の
一
郷
は
千
人
と
し
て
、
四
つ
の
郷

が
で
き
る
計
算
に
な

り
ま
す
。
大
隅
国
府

の
周
辺
に
隼
人
監
視

の
目
的
で
移
民
を
配

置
し
た
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
手
が
か
り
は
、
中
津
川
と
か
犬
飼
と

か
の
、
大
分
地
方
の
地
名
に
共
通
し
た
名
前
が

存
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
溝
辺
も
同
じ
。
大

隅
国
府
の
土
木
作
業
（
溝
作
り
等
）
に
従
事
し

た
人
た
ち
が
移
住
し
た
こ
と
に
よ
る
地
名
と
思

わ
れ
ま
す
。
大
分
の
方
に
は
「
溝み

ぞ

部べ

」
と
い
う

姓
の
人
が
お
り
ま
す
。

清
麻
呂
と
牧
園
と
の
つ
な
が
り
は
、
こ
の
大

分
・
宇
佐
地
方
の
人
々
の
移
住
が
カ
ギ
で
は
な

い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
宇
佐
地
方
か
ら
移

住
し
た
人
々
が
、
清
麻
呂
を
受
け
入
れ
る
下
地

が
牧
園
に
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

が
ん
治
療
の
昨
今

ま
す
。

そ
の
二
、
牧
園
は
大
隅
国
府
に
近
い
場
所
で

あ
る
こ
と
。
天
皇
に
仕
え
た
高
位
の
官
人
が
流

さ
れ
て
来
る
の
に
、
国こ

く

司し

が
こ
れ
を
知
ら
な
い

は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
国
司
の
目
の
届
く
所
に

清
麻
呂
は
流
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
時

の
法
律
を
定
め
た
『
養よ

う

老ろ
う

律り
つ

令り
ょ
う』

に
は
「
凡お

よ

そ

国
の
守
は
、
年
毎
に
一
た
び
属
郡
に
巡
り
行あ

る

い

て
、
風
俗
を
観み

、
百
年
を
問
い
、
囚し

ゅ

徒ず

を
録
し
」

と
あ
り
ま
す
。「
囚
徒
を
録
す
」
と
は
「
罪
人

の
数
を
知
り
、
郡ぐ

ん

司じ

の
考
に
附
す
」
と
解
説
さ

れ
て
い
ま
す
。（
国
司
：
守か

み

・
介す

け

・
掾じ

ょ
う
・
目さ

か
ん
）

幕
末
の
名
君
と
謳う

た

わ
れ
る
島し

ま

津づ

斉な
り

彬あ
き
らは
、
嘉

永
六
年
（
一
八
五
三
）
領

り
ょ
う

内な
い

東
方
海
岸
の
防
備

を
充
実
す
る
た
め
、
大
隅
、
日
向
を
巡
検
し
た

際
、
犬
飼
滝
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
景
勝
を
愛め

で
、

家
臣
に
清
麻
呂
の
事
跡
を
調
査
す
る
よ
う
に
命

じ
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
基
に
な
っ
て
、

昭
和
十
八
年
、
和
気
神
社
の
建
設
が
実
現
し
た

こ
と
は
『
忠
烈
和
気
清
麻
呂
公
』（
昭
和
五
十

九
年
復
刻
版
）
に
く
わ
し
い
。

さ
て
肝
心
の
清
麻
呂
と
イ
ノ
シ
シ
と
の
つ
な

が
り
は
、
と
聞
か
れ
る
と
あ
ま
り
確
か
な
根
拠

は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
清
麻
呂
が
大
隅
に
流
さ

れ
る
途
中
、
宇
佐
八
幡
に
立
ち
寄
っ
た
。
そ
の

時
、
豊
前
国

し
も
と

田だ

村む
ら

と
い
う
所
で
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
三
百
匹
ば
か
り
の
イ
ノ
シ
シ
が
出
て
き

て
、
輿こ

し

の
前
後
を
取
り
巻
き
宇
佐
八
幡
ま
で
警

護
し
た
、
と
い
う
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
み

で
す
。

文
責
＝
藤

平
成
十
九
年
は
干え

支と

で
い
え
ば
イ
ノ
シ
シ
の

歳
。
牧
園
町
の
犬
飼
滝
の
少
し
上か

み

手て

に
和わ

気け

神

社
と
い
う
神
社
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
白
イ

ノ
シ
シ
が
飼
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
す
が
、

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
和
気
神
社
に
祭
ら
れ
て

い
る
神
さ
ま
は
和わ

気け
の
き
よ清
麻ま

呂ろ

と
い
い
ま
す
。

奈
良
時
代
、
時
の
女
性
天
皇
、
称

し
ょ
う

徳と
く

天
皇
が

僧
の
道ど

う

鏡き
ょ
うと

仲
良
く
な
り
、
つ
い
に
は
道
鏡
に

天
皇
の
位
を
譲
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
和
気
清
麻
呂
は
、
そ
の
こ
と
の
良
し
悪
し

を
宇
佐
八
幡
宮
の
神
さ
ま
に
聞
き
に
行
き
、｢

日
本
の
国
が
開
か
れ
て
以
来
、
臣
下
が
天
皇
の

位
に
就
い
た
例
が
な
い
、
正
統
者
で
な
い
者
は

排
除
せ
よ｣

と
の
八
幡
神
の
お
告
げ
を
そ
の
ま

ま
天
皇
に
報
告
し
た
た
め
、
道
鏡
の
怒
り
に
触

れ
、
大
隅
の
国
に
流
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
和
気
清
麻
呂
は
、
皇
室
の
危

機
を
救
っ
た
正
直
者
の
忠
臣
と
し
て
、
戦
前
の

教
科
書
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
お
札さ

つ

に

も
肖
像
が
載
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
歴
史
上
の
人
物
の
神
社
が
な
ぜ
牧
園

に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
牧
園
で
は
清
麻
呂
が

流
さ
れ
て
き
た
の
は
こ
こ
だ
と
昔
か
ら
信
じ
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
実
は
道
鏡
が
皇
位
を
ね

ら
っ
た
事
件
の
こ
と
は
、『
続

し
ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

』（
七
九

イ
ノ
シ
シ
に

守
ら
れ
た
神
様

七
年
に
成
立
）
の
神じ

ん

護ご

景け
い

雲う
ん

三
年
（
七
八
九
）

の
所
に
載
っ
て
い
ま
す
。そ
の
九
月
の
項
に「
道

鏡
大
い
に
怒
り
て
、
清
麻
呂
が
本
官
を
解
き
、

出
し
て
、
因い

な
ば幡

の
員

か
ず
よ
り
ほ
か

外
の
介す

け

と
為な

す
、
未
だ
任

所
に
行
か
ず
し
て
、
尋つ

い
で
詔

み
こ
と
の
り

有
り
、
除じ

ょ

名み
ょ
う

し
て
大
隅
に
配
す
」
と
見
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
官
選
の
正
史
に
は
た
だ｢

大

隅
に
配
す｣

と
あ
る
だ
け
で
、
具
体
的
な
地
名

な
ど
は
ま
っ
た
く
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
清
麻
呂
が
牧
園
に
流
さ
れ

た
と
の
説
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
よ
う
で
、
白し

ら

尾お

国く
に

柱は
し
らが
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
出
し
た

『
麑げ

い

藩は
ん

名め
い

勝し
ょ
う

考こ
う

』、
桑
原
郡
踊お

ど
り

郷ご
う

中
津
川
村
の
項

に
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

「
此
（
の
）
稲い

な

積ず
み
の

里ざ
と

ハ
孝
謙
天
皇　

和
気
朝あ

臣そ
ん

清
麻
呂
を
大
隅
国
に
流
さ
れ
し
時
の
配は

い

所し
ょ

也

と
い
へ
り
」
＊
孝
謙
＝
称
徳

し
か
も
、
そ
の
注
記
に
「『
圃ほ

老ろ
う

巷こ
う

談だ
ん

菟う
じ
の道

園そ
の

』
と
い
ふ
草ぞ

う

子し

に
、
和
気
清
麻
呂　

大
隅
国

桑
原
郡
仲
津
川
に
謫な

が
さ

れ
し
事
」
が
書
い
て
あ
る

と
し
て
、
そ
の
後
に
、
道
鏡
に
よ
っ
て
「
清
麻

呂
が
足
の
筋
を
た
た
せ
、
名
を
穢

き
た
な

麻ま

呂ろ

と
呼よ

び

か

へ
大
隅
国
へ
流
し
け
る
」
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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0
2

合

５
．�

家
庭
の
事
情
に
よ
り
指
定
校
に

就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場

合

６
．�

新
し
く
校
区
の
境
界
付
近
に
で

き
た
住
宅
地
ま
た
は
公
民
会
で
、

学
校
へ
の
距
離
・
交
通
機
関
な

ど
の
条
件
か
ら
、
指
定
校
へ
の

就
学
が
困
難
な
場
合

７
．�

児
童
の
保
護
者
の
就
労
な
ど
に

よ
り
下
校
後
の
保
護
に
欠
け
る

場
合

８
．�

い
じ
め
・
不
登
校
の
解
消
の
た

め
ま
た
は
指
定
校
に
特
定
の
部

活
動
が
な
い
場
合

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
学
校
教
育
課
学

事
係
☎
（
64
）
０
９
２
５
、
各
出

張
所
教
育
総
務
課

環
境
フ
ェ
ア
の
開
催

に
つ
い
て

市
民
の
皆
さ
ま
に
環
境
に
対
す
る

関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
今
回
、
霧
島
市
の
自
然
環
境

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
や
、小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
作
文
・
ポ
ス

タ
ー
・
習
字
を
募
集
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
入
賞
さ
れ
た
作
品
に
つ

い
て
は
「
環
境
フ
ェ
ア
」
と
し
て
、

環
境
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ネ
ル

な
ど
と
一
緒
に
本
庁
舎
１
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
２
月
15
日
（
木
）

か
ら
２
月
28
日
（
水
）
ま
で
展
示
し

ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境
衛
生
課
☎

（
64
）
０
９
５
０

募　

集

天
降
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

参
加
者
募
集

～
ふ
る
さ
と
の
美
し
い

自
然
を
大
切
に
～

・�

期
日
＝
２
月
17
日
（
土
）（
雨
天

中
止
）

・�

集
合
場
所
・
時
間
＝
日
当
山
温
泉

公
園
、
天
降
川
運
動
公
園
、
市
水

道
部
、
ふ
る
さ
と
の
川
河
川
公
園

駐
車
場
、
武
安
公
園
前
、
野
口

橋
下
駐
車
場
（
以
上
９
時
集
合
）、

日
当
山
橋
下
（
７
時
集
合
）

※
軍
手
、
火
バ
サ
ミ
な
ど
各
自
準
備

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
総
合
支
所

市
民
課
☎
（
42
）
１
１
１
１

新
ふ
る
さ
と
探
訪

第
６
回
史
跡
巡
り

第
２
回
歴
史
街
道
「
平
家
物
語
の

道
」
ウ
ォ
ー
ク

～
俊
寛
た
ち
の
道
を
た
ど
る
～

・�

日
時
＝
２
月
18
日
（
日
）
午
前
９

時
～
午
後
０
時
30
分
（
小
雨
決
行
）

・�

集
合
場
所
＝
隼
人
歴
史
民
俗
資
料

館
・�

コ
ー
ス
＝
隼
人
歴
史
民
俗
資
料
館

～
国
分
府
中
（
往
復
８
㌔
）

・�
見
学
場
所
＝
鹿
児
島
神
宮
、
桑
幡

氏
館
跡
、
気
色
の
杜
ほ
か

・�

参
加
料
＝
２
０
０
円
（
保
険
料
、

資
料
代
含
む
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
歴

史
民
俗
資
料
館
☎
（
43
）
０
１
７

９
第
26
回
か
ら
い
も
交
流「
春
」

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集
！

～
草
の
根
の
交
流
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
～

か
ら
い
も
交
流
「
春
」
は
、
日
本

全
国
に
留
学
し
て
い
る
海
外
の
学
生

を
、
鹿
児
島
や
宮
崎
の
一
般
家
庭
で
、

２
週
間
、
家
族
と
し
て
生
活
す
る

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と

で
す
。
交
流
期
間
中
は
、
家
族
や
地

域
の
人
々
と
の
交
流
や
、
学
校
訪
問
、

労
働
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
仕
事
を

手
伝
っ
た
り
、
生
活
を
と
も
に
す
る

中
で
、
本
当
の
相
互
理
解
や
、
生
涯

の
友
人
を
つ
く
る
の
が
目
的
で
す
。

３
月
25
日
に
は
福
山
町
の
ま
き
ば

ド
ー
ム
周
辺
を
会
場
に
『
か
ら
い
も

タ
ー
、
隼
人
体
育
館

・�

講
演
会
＝
講
師　

ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー

ル
さ
ん
（
タ
レ
ン
ト
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
生
涯
学
習
課
学

習
情
報
係
☎
（
64
）
０
９
２
６

第
15
回
関
西
「
福
山
町

出
身
者
」
の
集
い

・
日
時
＝
３
月
11
日
（
日
）
正
午
～

・�

会
場
＝
道
頓
堀
ホ
テ
ル
（
大
阪
市

中
央
区
道
頓
堀
）

・�
会
費
＝
７
、
０
０
０
円
（
女
性
６
、

０
０
０
円
）

◎�
問
い
合
わ
せ
先
＝
福
山
町
関
西
連

合
会
事
務
局（
原
田
）☎
０
６（
６

７
９
２
）
２
６
３
０

小
・
中
学
校
の
指
定
外
・

区
域
外
就
学
に
つ
い
て

霧
島
市
に
お
け
る
小
・
中
学
校
の

指
定
外
・
区
域
外
の
通
学
が
認
め
ら

れ
る
の
は
次
の
よ
う
な
場
合
に
な
り

ま
す
。

１
．�

学
年
途
中
に
転
居
し
た
が
学
年

終
了
ま
で
元
の
学
校
に
通
わ
せ

た
い
場
合
、
ま
た
は
指
定
学
校

区
以
外
へ
転
居
が
確
実
な
場
合

２
．�

地
理
的
な
理
由
に
よ
り
通
学
が

著
し
く
困
難
な
場
合

３
．�

指
定
校
に
特
殊
学
級
が
な
い
、

ま
た
は
健
康
上
の
理
由
に
よ
り

指
定
校
に
通
学
が
困
難
な
場
合

４
．�

私
立
学
校
ま
た
は
国
公
立
大
学

付
属
学
校
へ
就
学
さ
せ
た
い
場

お
知
ら
せ

２
月
７
日
は

「
北
方
領
土
の
日
」
で
す

北
方
領
土
問
題
に
対
す
る
国
民
の

関
心
と
理
解
を
更
に
深
め
、
全
国
的

な
北
方
領
土
返
還
運
動
の
一
層
の
推

進
を
図
る
た
め
、
毎
年
２
月
７
日
を

「
北
方
領
土
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
県
庁
国
際
交
流

課
☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
３
０

３
部
落
解
放

第
２
回
霧
島
市
研
究
集
会

～
人
権
の
ま
ち

き
り
し
ま
を
め
ざ
し
て
～

・�

日
時
＝
２
月
24
日
（
土
）
午
後
１

時
～
４
時
30
分

・�

場
所
＝
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

・
内
容
＝
講
演
、
朗
読
劇
、
作
品
展

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
人
権
啓

発
セ
ン
タ
ー
☎
（
42
）
０
５
５

８
、
市
民
課
人
権
擁
護
推
進
係
☎

（
64
）
０
９
０
１

霧
島
市
ま
な
び
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
７

～
公
民
館
定
期
講
座
合
同
閉
講
式
～

・�

日
時
＝
３
月
３
日
（
土
）
午
前
９

時
～
午
後
５
時

・�

場
所
＝
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ
ン

市からの
お知らせや
募集などの
情報をお届けします。
詳細な情報は掲載されている問い
合わせ先に、ご連絡ください。

◎霧島市からのお知らせ

祭
り
ｉ
ｎ
霧
島
』
が
開
催
さ
れ
、
留

学
生
に
よ
る
弁
論
大
会
や
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

・�

交
流
期
間
＝
３
月
11
日
（
日
）
～

25
日
（
日
）

・
募
集
期
限
＝
２
月
15
日
（
木
）

◎�

問
い
合
せ
先
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら

い
も
交
流
姶
良
ブ
ロ
ッ
ク
（
代
表

幹
事
）
斉
藤
武
夫
☎
（
56
）
２
１

４
７

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

フ
ー
ド
・
ふ
れ
あ
い

国
際
交
流
員
が
行
う
、
ア
メ
リ

カ
・
中
国
の
簡
単
な
家
庭
料
理
を
作

り
、
食
べ
な
が
ら
、
市
内
在
住
の
外

国
人
と
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

・�

日
時
＝
３
月
10
日
（
土
）
午
前
11

時
～
午
後
２
時

・�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

公
民
館
（
調
理
室
）

・�

定
員
＝
24
人
（
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
）

・
参
加
費
＝
３
０
０
円
程
度

・
申
込
期
限
＝
３
月
１
日
（
木
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政

策
課
国
際
交
流
係
☎
（
64
）
０
９

１
４
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
47
）
２
５
２
２

相　

談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

・�

日
時
＝
２
月
17
日（
土
）、18
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

・�

場
所
＝
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
か

そ
の
他

柏
レ
イ
ソ
ル
キ
ャ
ン
プ
イ
ン

・�

期
間
＝
１
月
30
日
（
火
）
～
２
月

16
日
（
金
）

・�

練
習
時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時
ご

ろ
、
午
後
３
時
～
５
時
ご
ろ

・�

場
所
＝
国
分
運
動
公
園
（
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
）

※
キ
ャ
ン
プ
期
間
中
の
練
習
試
合

　

10
日
（
土
）
VS
愛
媛
Ｆ
Ｃ

　

13
日
（
火
）
VS
サ
ガ
ン
鳥
栖

　

15
日
（
木
）
VS
ロ
ッ
ソ
熊
本

　

�

午
後
２
時
～
（
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
）
観
戦
無
料
で
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
観
光
課
☎

（
64
）
０
８
９
５

お
詫
び
と
訂
正

１
月
号
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

【
訂
正
前
】
→
【
訂
正
後
】

・
13
ペ
ー
ジ
（
左
下
）

㈶
鹿
児
島
県
公
害
防
止
協
会�

→�

㈶
鹿
児
島
県
環
境
技
術
協
会

・
15
ペ
ー
ジ
（
赤
文
字
）

住
民
税
平
成
19
年
１
月
分
か
ら
適

用�

→�

住
民
税
平
成
19
年
６
月
分

か
ら
適
用

・�

15
ペ
ー
ジ
（
赤
文
字
）
定
率
減
税

廃
止
の
平
成
19
年
度
以
降
の
欄

住
民
税
：
平
成
18
年
６
月
分
か
ら

廃
止�

→�

住
民
税
：
平
成
19
年
６

月
分
か
ら
廃
止

ご
し
ま
国
分
店

・
内
容
＝

○
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
こ
と
。

○
交
通
事
故
に
関
す
る
こ
と
。

○
事
業
経
営
に
関
す
る
こ
と
。

○
財
産
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

※
事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
県
行
政

書
士
会
国
分
支
部
☎
（
43
）
５
７

４
３

女
性
相
談

（
毎
月
第
４
火
曜
日
開
設
）

自
分
ら
し
く
生
き
る
っ
て
？
夫
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
家
族
、

子
育
て
、
友
人
、
職
場
、
学
校
、
地

域
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

・�

相
談
日
＝
２
月
27
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分

・
相
談
員
＝
２
人
（
女
性
相
談
員
）

・�

相
談
方
法
＝
電
話
相
談
（
面
接
可
）

隼
人
総
合
支
所
☎
（
42
）
１
１
１

１
女
性
相
談
室
へ
お
電
話
く
だ
さ

い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
総
合
支
所

総
務
課
地
域
振
興
係
☎
内
線
５
０

１
５

「
特
設
人
権
相
談
所
」
開
設

・
期
日
・
場
所
＝

○
２
月
６
日
（
火
）
溝
辺
総
合
支
所

○
２
月
７
日
（
水
）
霧
島
総
合
支
所

○�

２
月
９
日
（
金
）
牧
園
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

○�

２
月
13
日（
火
）福
山
公
民
館（
牧

之
原
）

○�

２
月
15
日
（
木
）
国
分
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
２
階
）
教
養
娯
楽
室

○�

２
月
22
日
（
木
）
隼
人
町
商
工
会

館
・
相
談
は
無
料
（
予
約
不
要
）

・�

相
談
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
前
10
時

～
午
後
３
時

・�

相
談
内
容
＝
婚
姻
（
内
縁
）･

離

婚･

相
続･

土
地
建
物
問
題･

登
記

関
係･

借
地
借
家･

金
銭
貸
借･

売

買･

交
通
事
故
問
題･

い
じ
め
問
題

･

そ
の
他
法
律
上
の
問
題

※�

ま
た
、
法
務
局
で
は
、
常
時
（
月

～
金
曜
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
）
人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま�

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
地
方
法

務
局
霧
島
支
局
☎
（
45
）
０
０
６

４

講　

座

プ
ロ
に
学
ぶ
上
手
な
舞
台
の

使
い
方
講
座

舞
台
の
し
く
み
や
機
材
の
効
果
を

学
び
、
あ
な
た
の
舞
台
発
表
や
公
演

を
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん

か
。

・
日
時
＝
３
月
14
日
（
水
）

昼
の
部
、
午
後
１
時
30
分
～
４
時

夜
の
部
、
午
後
６
時
30
分
～
９
時

（
昼
・
夜
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
す
）

・
場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

・
参
加
費
＝
無
料

・
定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）

・
申
込
期
限
＝
３
月
２
日
（
金
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
振

興
課
☎
（
64
）
０
９
９
０

国
分
総
合
プ
ー
ル
水
泳
講
座

○
高
齢
者
水
中
運
動
教
室

水
を
利
用
し
た
体
に
や
さ
し
い
運

動
を
行
い
、
腰
痛
、
肩
こ
り
な
ど
の

予
防
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

・
期
間
＝
２
月
28
日
～
４
月
18
日

（
８
回
講
座
）
毎
週
水
曜
日

・
時
間
＝
午
後
１
時
～
２
時

・
場
所
＝
室
内
プ
ー
ル

・
定
員
＝
30
人

・
対
象
者
＝
高
齢
者

・
受
講
料
＝
３
、
２
０
０
円

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
総

合
プ
ー
ル
☎
（
46
）
９
４
０
０

国
分
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー

講
座

○
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

サ
ッ
カ
ー
に
必
要
な
基
本
技
術
の

習
得
お
よ
び
応
用
を
用
い
た
戦
術
な

ど
を
学
び
ま
す
。

・�

期
日
＝
３
月
10
日
～
31
日
（
４
回

コ
ー
ス
）
毎
週
土
曜
日　

・
時
間
＝
午
後
２
時
～
４
時

・
場
所
＝
多
目
的
屋
内
運
動
場　

・
対
象
者
＝
小
学
生
（
高
学
年
）

・
定
員
＝
30
人

・
受
講
料
＝
１
、５
０
０
円

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
体

育
館
☎
（
46
）
４
３
９
８

●
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声
経
費
の
節
約
を
し
て
市
財
政
の
赤
字

削
減
も
考
え
て
ほ
し
い
。
合
併
に
浮

か
れ
て
無
駄
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

市
政
は
市
民
の
も
の
で
す
。次
に「
読

者
の
声
」
欄
の
編
集
方
法
に
も
異
論

が
あ
り
ま
す
。
１
月
号
に
は
25
通
の

投
書
中
、
７
件
し
か
掲
載
さ
れ
ず
、

３
分
の
２
は
「
没
」
扱
い
と
な
っ
て

い
ま
す
。
出
来
る
限
り
多
く
の
投
書

を
載
せ
る
た
め
に
は
限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
な
の
で
編
集
者
の
コ
メ
ン
ト

は
最
小
限
に
つ
め
て
、
批
判
的
な
投

書
も
掲
載
し
て
ほ
し
い
。
編
集
会
議

も
や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
転

入
者
の
意
見
偏
重
の
傾
向
も
あ
る
よ

う
だ
。
生は

え
抜
き
の
投
書
も
ど
し
ど

し
掲
載
し
て
ほ
し
い
。（
Ｍ
・
Ｔ
75

歳
男
性
）

●

毎
月
「
広
報
き
り
し
ま
」
と
、
お

知
ら
せ
版
を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、

「
広
報
き
り
し
ま
」
は
霧
島
市
の
風

景
や
人
、
旬
素
材
な
ど
を
写
真
で
紹

介
す
る
住
民
参
加
型
の
「
見
て
も
ら

う
広
報
誌
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
お
知
ら
せ
版
は
、
行
政
連
絡
が
主

と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
冊
に
し
た
場

合
、
市
か
ら
の
情
報
が
適
宜
に
提
供

で
き
な
い
欠
点
が
あ
り
ま
す
。
過
去

に
お
い
て
も
、
各
課
が
チ
ラ
シ
で
対

応
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
読
者
の
声
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
お
便
り
を
掲
載

す
る
よ
う
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

昨
年
末
か
ら
の
ど
の
調
子
が
悪

く
病
院
へ
行
っ
た
。
そ
こ
で

「
炎
症
が
お
き
て
い
る
。
１
か
月
無

理
し
て
声
を
出
さ
な
い
よ
う
に
」
と

言
わ
れ
た
。
心
配
し
て
く
れ
る
か
と

思
い
、
主
人
に
言
う
と
「
う
～
ん
。

ち
っ
と
は
し
ゃ
べ
ら
ん
ほ
う
が
い

い
！
」
と
。
シ
ョ
ッ
ク
！
そ
の
日
の

の
ど
の
状
態
は
さ
ら
に
悪
化
。
我
が

家
は
し
ゃ
べ
っ
て
し
ゃ
べ
り
ま
く
る

夫
婦
。「
広
報
き
り
し
ま
」
に
写
っ

て
い
る
生
き
生
き
と
頑
張
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
夫
婦
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト

の
写
真
を
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

目
標
で
す
。
い
つ
か
は
自
分
た
ち
も

…
。（
Ｍ
・
Ｍ
41
歳
女
性
）

の
ど
を
悪
く
さ
れ
、
た
い
へ
ん
で

し
た
ね
。
本
当
は
心
配
さ
れ
て
い
る

の
に
ご
主
人
は
、
恥
ず
か
し
い
の
で

し
ょ
う
か
ね
。
に
ぎ
や
か
な
ご
夫
婦

で
と
て
も
楽
し
そ
う
で
す
。
う
ら
や

ま
し
い
限
り
で
す
。
い
つ
か
は
夫
婦

の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
お
願
い
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
は
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

か
わ
い
い
め
い
の
子
が
成
人
式

に
出
席
す
る
と
い
う
の
で
、

美
容
室
へ
の
送
り
、
職
場
で
の
お
披

露
目
（
？
）
と
朝
か
ら
夕
方
ま
で
お

か
か
え
運
転
手
で
し
た
。
式
後
、
迎

え
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
、
ド
ア
の

外
で
４
～
５
人
の
男
女
が
た
ば
こ
を

吸
っ
て
い
ま
し
た
。
灰
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
落
と
し
、
吸
が
ら
も
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
火
を
消
し
て
そ
の
ま
ま

そ
こ
へ
…
。
中
に
入
ろ
う
と
し
た
別

の
男
性
は
下
水
の
中
へ
…
。
き
れ
い

な
ス
ー
ツ
、
振
袖
を
身
に
つ
け
て
何

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
成
人
式

と
は
？
何
の
た
め
に
出
席
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？
「
す
て
き
な
日
」

の
は
ず
が
、
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。（
牧
之
原
の
お
ご
じ
ょ
52

歳
女
性
）

●

め
い
子
さ
ん
の
ご
成
人
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
め
い
子
さ
ん
が
、

か
わ
い
く
て
た
ま
ら
な
い
よ
う
で
す

ね
。
式
後
の
で
き
事
は
、
せ
っ
か
く

の
成
人
式
に
残
念
な
こ
と
で
す
。

き
っ
と
、
親
御
さ
ん
が
見
た
ら
悲
し

ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
わ
り
の
か

た
が
た
に
迷
惑
だ
け
は
か
け
な
い
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

こ
の
ほ
か
、
13
通
の
お
便
り
が
あ

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
５
人
の
か
た

に
配
送
し
ま
し
た
。

※�

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢

な
ど
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

c
o

m
m

u
n

i
t

y

広
報
誌
毎
月
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
新
し
く
な
っ
た
保
険

証
の
件
で
す
が
、
サ
イ
ズ
を
も
っ
と

大
き
く
し
、
特
に
氏
名
は
太
字
で
、

高
齢
者
の
人
に
も
見
や
す
い
保
険
証

で
あ
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
主
人
の

保
険
証
と
間
違
っ
て
病
院
で
あ
わ
て

た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
と
き
、
せ
め

て
氏
名
だ
け
で
も
太
字
で
見
や
す

か
っ
た
ら
な
あ
と
思
っ
た
の
で
お
便

り
し
ま
し
た
。（
Ｔ
・
Ａ
65
歳
女
性
）

●

合
併
後
、
保
険
証
を
カ
ー
ド
化
し
、

以
前
の
世
帯
ご
と
の
保
険
証
と
比
べ

て
サ
イ
ズ
も
印
字
も
小
さ
く
な
り
戸

惑
い
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
保
険
証
（
カ
ー
ド
）
の
サ

イ
ズ
は
定
型
で
あ
り
大
き
く
す
る
こ

と
は
難
し
い
で
す
が
、
印
字
の
大
き

さ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
19
年
度

の
保
険
証
か
ら
可
能
な
か
ぎ
り
太
字

に
す
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
。

い
つ
も
楽
し
み
に
広
報
き
り
し

ま
を
拝
見
し
て
い
ま
す
。
６

歳
の
娘
が
最
近
、
興
味
が
広
が
り
、

植
物
、
自
然
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

「
し
い
た
け
は
ど
う
や
っ
て
な
っ
て

い
る
の
？
」「
キ
ウ
イ
は
ど
ん
な
ふ

う
だ
っ
け
？
い
ち
ご
の
木
は
？
」
な

ど
な
ど
私
（
母
親
）
を
返
答
に
困
ら

せ
る
始
末
。「
い
ち
ご
の
木
？
」
と

聞
い
た
と
き
は
び
っ
く
り
！
あ
っ
、

そ
う
か
、
い
ち
ご
が
実
っ
て
い
る
と

こ
ろ
、
小
さ
い
こ
ろ
に
し
か
見
せ
て

い
な
か
っ
た
ん
だ
…
。」
娘
は
い
ち

ご
が
大
好
き
。
自
然
が
た
く
さ
ん
あ

る
「
き
り
し
ま
」
な
ら
で
は
、
ど
ん

ぐ
り
を
ひ
ろ
っ
た
り
、
稲
刈
り
を
し

て
い
る
の
を
見
た
り
、
そ
ば
の
花
を

見
た
り
、
大
根
を
抜
い
た
り
し
て
い

ま
す
。
今
、
食
育
が
と
て
も
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
子
に
も
食
べ

物
を
粗
末
に
し
な
い
、
そ
ん
な
子
ど

も
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
こ
の
ご

ろ
で
す
。（
れ
も
ん
38
歳
女
性
）

●

娘
さ
ん
は
、
ち
ょ
う
ど
興
味
が
わ

く
こ
ろ
で
返
答
が
た
い
へ
ん
で
す
ね
。

小
さ
い
こ
ろ
は
何
で
も
不
思
議
に
思

う
の
で
し
ょ
う
。
霧
島
市
は
自
然
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
娘
さ
ん
に
い
っ
ぱ

い
見
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

毎
回
「
広
報
き
り
し
ま
」
の
発

刊
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

特
に
地
元
で
頑
張
っ
て
い
る
人
々
や

扌点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
な
ど
よ
く

読
ん
で
い
ま
す
。
私
は
生
ま
れ
も
育

ち
も
国
分
で
す
が
、
各
地
域
な
ど
に

あ
る
昔
か
ら
の
史
跡
と
か
初
め
て
見

聞
す
る
こ
と
の
多
さ
に
び
っ
く
り
す

る
や
ら
、
地
元
民
と
し
て
恥
ず
か
し

い
や
ら
で
す
。
取
材
な
ど
大
変
で

し
ょ
う
が
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。（
ク
ラ
ラ
51
歳
男
性
）

●

史
跡
を
は
じ
め
、
地
元
で
も
知
ら

な
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
・
話
題
を
お
届
け
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
く
だ

さ
い
。今

回
は
思
わ
ず
ペ
ン
を
と
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
と
い
う
の

も
先
月
号
、
先
々
月
号
と
「
市
報
が

ぜ
い
た
く
す
ぎ
る
、も
っ
た
い
な
い
」

と
い
う
意
見
を
み
た
か
ら
で
す
。
以

前
の
市
報
は
地
味
で
、
た
だ
情
報
を

お
知
ら
せ
す
る
た
め
だ
け
に
あ
っ
た

よ
う
な
気
が
し
て
い
た
の
が
、
突
然
、

豪
華
に
な
り
「
‼
」
と
い
う
気
分
に

は
な
り
ま
し
た
が
、
自
分
の
ふ
る
さ

と
霧
島
に
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
風

景
や
人
々
や
特
産
が
あ
っ
た
の
か
と

新
し
い
発
見
が
で
き
た
の
も
事
実
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
以
前
は
ポ

イ
ッ
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は

と
っ
て
お
き
た
く
て
捨
て
ら
れ
ま
せ

ん
。
確
実
に
指
示
し
て
い
る
人
は
増

え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
表
紙

と
人
々
の
生
き
生
き
し
た
笑
顔
が

と
っ
て
も
好
き
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

意
見
が
好
き
に
言
え
る
、
ま
た
苦
言

を
あ
え
て
公
表
し
て
い
く
真し
ん

摯し

な
姿

に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。（
Ｍ
・

Ｔ
45
歳
女
性
）

●

皆
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る

広
報
誌
づ
く
り
に
頑
張
り
ま
す
。

広
報
き
り
し
ま
、
地
元
の
身
近

な
情
報
が
得
ら
れ
る
の
で
、

楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。
１
月
号

の
き
の
こ
の
写
真
を
見
て
、「
な
ん

て
丸
々
と
ふ
っ
く
ら
し
た
き
の
こ
の

写
真
で
し
ょ
う
」
と
て
も
幸
せ
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
ぜ
ひ
し

い
た
け
を
栽
培
し
て
み
た
く
な
り
ま

し
た
。（
一
休
26
歳
女
性
）

●

原
木
栽
培
の
し
い
た
け
は
、
肉
厚

で
お
い
し
そ
う
で
す
ね
。
自
宅
で
栽

培
し
て
み
ら
れ
た
ら
ど
う
で
す
か
。

風
通
し
が
よ
く
湿
気
が
少
な
い
と
こ

ろ
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

広
報
き
り
し
ま
の
二
分
冊
発
行

に
は
反
対
で
す
。
お
知
ら
せ

版
と
別
々
で
は
な
く
一
冊
に
ま
と
め
、

P O S T  C A R D
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お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
広報広聴課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.27/2007.2）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

電話（　　　　　　）　　　　－

スミレ  1月26日  福山町中茶屋

広報きりしま  2425  Kirishima City Public Relations, 2007.2, Japan

2 



お便りをくださったかたの中から
焼酎を６人のかたにプレゼント。
応募締め切りは２月２０（火）当日
消印有効です。当選の発表は、商
品の発送をもってかえさせていた
だきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の身近な出来事、何でも好きなことを書
いてください。

おたより
待ってます

霧
島
市
を
ブ
ラ
ン
ド
化

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

扌点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

私
は
昭
和
22
年
生
ま
れ
の
年
男
。

団
塊
の
世
代
で
も
あ
り
ま
す
。
丁

亥
（
ひ
の
と
い
）
で
今
年
を
表
し

ま
す
。
十
二
支
で
亥
は
猪
と
な
り

ま
す
が
、
元
来
は
動
物
と
は
全
く

関
係
が
な
く
、
大
昔
に
字
の
読
め

な
い
人
の
た
め
に
考
え
出
さ
れ
た

も
の
で
、
も
と
も
と
は
一
年
十
二
か

月
を
あ
ら
わ
す
生
活
記
号
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
最
近
は
十

二
の
動
物
の
方
が
主
役
に
ま
わ
り
、

生
ま
れ
年
の
人
の
性
格
を
判
断
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
猪
年
と

い
え
ば
、
猪
突
猛
進
が
一
番
に
頭

に
浮
か
び
ま
す
。
目
的
の
な
い
猪

突
猛
進
は
自
爆
し
ま
す
が
、
よ
く

考
え
て
、
目
的
を
定
め
、
迷
わ
ず

突
き
進
む
こ
と
が
、
こ
の
言
葉
の

意
味
だ
と
思
い
ま
す
。　

こ
の
意
味
ど
お
り
進
め
て
い
る

こ
と
の
一
つ
に
「
お
じ
ゃ
ん
せ
霧

島
推
進
監
」
の
設
置
が
あ
り
ま
す
。

団
塊
世
代
を
含
む
Ｉ
・
Ｊ
・
Ｕ
タ
ー

ン
者
の
移
住
・
交
流
を
図
る
た
め
、

情
報
発
信
や
受
け
入
れ
の
整
備

に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ど
こ
の
自
治
体
も
力
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
成
功
す
る

秘
訣
は
ブ
ラ
ン
ド
化
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
地
域
を
一
定
の
方
向
に

デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
で
す
。
地
域

づ
く
り
と
も
言
い
換
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
第
一
歩
は
、
地
域
の
魅
力
の

発
掘
と
、
情
報
発
信
に
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、
そ
の

具
体
的
な
取
り
組
み
を
広
報
誌
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
こ
霧
島
の
地
で
７
回
目
の
お
正

月
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
猪
い
の
し
しの

年
、

こ
こ
の
地
名
は
猪い
の

小こ

石い
し
、
な
ん
だ
か

例
年
以
上
に
お
正
月
か
ら
元
気
で
す
。

そ
う
い
え
ば
、
年
末
に
和
気
神
社
の

白
猪
の
あ
い
ち
ゃ
ん
に
ご
挨
拶
を
し

て
き
た
の
で
し
た
。「
来
年
は
あ
な
た

の
年
、大
人
気
者
だ
ね
」と
。
あ
い
ち
ゃ

ん
に
も
私
に
も
ど
の
よ
う
な
出
会
い

と
感
動
が
待
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

私
は
保
育
の
中
で
絵
本
や
わ
ら
べ

う
た
を
子
ど
も
に
手
渡
す
こ
と
を
大

切
に
し
な
が
ら
幼
児
教
育
に
携
わ
っ

て
生
き
て
き
ま
し
た
。
絵
本
の
研
究

を
通
し
て
３
人
の
絵
本
作
家
の
生
き

方
に
強
く
惹ひ

か
れ
、
自
分
も
そ
の
よ

う
な
生
活
を
し
た
い
と
願
う
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。｢

ピ
ー
タ
ー
ラ

ビ
ッ
ト｣

を
描
い
た
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・

ポ
タ
ー
、｢

喜
び
の
泉｣

の
タ
ー
シ
ャ
・

チ
ュ
ー
ダ
ー
、「
こ
え
ど
ま
つ
り
」
の

大だ
い

道ど
う

あ
や
の
３
人
に
共
通
し
て
い
る

の
は
、
自
然
の
中
で
動
物
と
共
に
生

き
て
い
る
こ
と
、
子
ど
も
を
喜
ば
せ

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
元
気
で
長
生
き
な
こ
と
で
す
。

こ
れ
が
可
能
な
場
所
を
探
し
て
い
る

私の桃源郷 霧島

くどう ゆうみ／（霧島大窪在住）
宮崎県延岡市にて35年間、保育所
に勤務。退職を機に2000年４月、
霧島に移住。現在、主任児童委員、
心の教室相談員（カウンセラー）、
図書館協議会委員、児童図書館
研究会会員、第一幼児教育短期大
学非常勤講師を務める。公民館や
小学校などで子育て講座や講演活
動をしている。霧島お話しボラン
ティア「紙ふうせん」会員。

と
き
、
霧
島
の
住
人
と
な
る
決
心
を

さ
せ
た
も
の
が
三
つ
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
目
は
自
然
環
境
の
良
さ
、
豊

か
さ
と
美
し
さ
で
す
。
私
が
生
ま
れ

育
っ
た
山
里
と
共
通
し
た
草
花
や
山

の
様
子
に
出
会
っ
た
と
き
、｢

あ
あ
此こ

処こ

に
住
み
た
い｣

と
思
っ
た
こ
と
で

し
た
。
私
は
幼
少
時
に
育
っ
た
ふ
る

さ
と
を
常
に
求
め
て
生
き
て
き
ま
し

た
。
私
の
心
の
ふ
る
さ
と
が
此
処
に

あ
る
と
感
じ
た
の
で
し
た
。
二
つ
目

は
霧
島
で
出
会
っ
た
人
び
と
の
楽
し

さ
と
温
か
さ
で
す
。
60
年
近
く
住
ん

だ
土
地
を
離
れ
て
新
し
く
始
め
る
生

〈随ずいそう想〉

活
に
全
く
不
安
を
感
じ
さ
せ
な
か
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
は
今
も
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
三
つ
目
は
交
通
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
で
す
。
空
港
と
自
動
車
道

へ
約
30
分
で
行
け
る
。
２
人
の
子
ど

も
が
遠
方
に
住
ん
で
い
る
た
め
出
か

け
る
こ
と
が
度
々
あ
る
し
、
絵
本
の

講
演
旅
行
の
多
い
私
に
は
と
て
も
う

れ
し
い
立
地
条
件
で
し
た
。
退
職
と

同
時
に
終つ
い

の
住す
み
か処
と
し
て
移
住
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
７
年
間
の
生
活
は

予
想
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
次
々
と

起
こ
り
、
毎
日
退
屈
す
る
暇
も
な
く
、

秋
田
犬
の｢

冬｣

と
猫
の｢

ラ
ン｣

、

野
菜
作
り
が
天
職
と
畑
仕
事
に
目
覚

め
た
我
が
家
の
カ
モ
カ
お
っ
ち
ゃ
ん

で
あ
る｢

夫｣

と
共
に
に
ぎ
や
か
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
の
桃
源
郷
で
の
私
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
は
、
わ
ら
べ
う
た
や
絵
本
を

は
じ
め
と
す
る
児
童
文
化
財
を
通
し

て
の
児
童
奉
仕
で
す
。
今
の
時
代
だ

か
ら
こ
そ
子
ど
も
と
正
面
向
き
合
っ

て
心
を
込
め
て
、
語
り
合
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
い

つ
の
時
代
も
や
さ
し
く
安
心
さ
せ
、

守
っ
て
く
れ
る
大
人
を
求
め
て
い
ま

す
。
子
ど
も
は
明
る
く
豊
か
な
表
情

と
、
良
質
で
豊
富
な
こ
と
ば
と
、
や

さ
し
く
暖
か
な
手
が
育
て
て
く
れ
ま

す
。
人
の
子
は
人
に
し
か
育
て
ら
れ

ま
せ
ん
。
豊
か
な
感
情
は
物
や
器
械
、

器
具
で
は
育
て
ら
れ
な
い
の
で
す
。

最
も
身
近
に
あ
る
わ
ら
べ
う
た
や
絵

本
、
お
話
、
童
話
の
世
界
を
人
の
手

で
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
て
ゆ
く
こ
と

が
私
の
活
動
で
す
。
今
、
全
国
的
に

わ
ら
べ
う
た
を
子
ど
も
に
帰
そ
う
と

い
う
運
動
が
起
き
て
い
ま
す
。
鹿
児

島
に
は
と
て
も
素す

敵て
き

な
わ
ら
べ
う
た

や
民
話
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
鹿

児
島
の
文
化
財
で
あ
る
こ
の
わ
ら
べ

う
た
や
民
話
が
、
霧
島
で
育
つ
子
ど

も
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ
と
に
な
る
よ

う
に
伝
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
霧
島
で
子
ど
も
の
文
化

が
大
き
く
花
開
く
と
き
、
私
の
桃
源

郷
は
よ
り
薫
り
高
い
、
充
実
し
た
楽

園
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※
カ
モ
カ
＝
こ
わ
い
も
の
の
代
名
詞

Profile

◎工藤  夕美

（写真）	天窓から光が降り注ぐリビングがお気に入りの場所

霧島市国分特産品協会は、特産品のＰＲ、販路開拓を
目的として活動しております。
県内はもとより、今年は九州、関東地方へも積極的に商
品紹介に出向き霧島の観光資源とともにＰＲいたします。
◎�問い合わせ先＝霧島市国分特産品協会　☎（45）0313

霧島市国分特産品協会から
焼酎をプレゼントします。

◎２月
・『昔の食器等展』郷土館収蔵品展（１月30日～２月13日）
・�『青葉会作品展』【自主講座�水彩画「青葉会」】（８日～13日）
・『第３回きりしま写真展』（14日～ 28日）
・『環境に関する作品展』（14日～ 28日）
・�『第１回霧島市エアポートフォトコンテスト入賞
作品展』（14日～ 28日）

◎３月
・『統計グラフコンクール入選作展示』（１日～６日）
・『志学館大学書道部作品展』（12日～ 15日）
・『第４回隼工展』【隼人工業高等学校】（16日～ 22日）
・�『同好会作品展覧会』【霧島市国分書道同好会】（26日～30日）

※ 主催者の都合により変更される場合があります。

◎問い合わせ先＝文化振興課 ☎（64）0990

市 民 ギ ャ ラ リ ー
催 し 物 情 報
（国分シビックセンター１階）

※
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